
学
校
の
記
録
に
あ
る

(前
掲
、
椿
井
小
学
校

『学
校
永
代
記
録
』
)。

第
五
十
三
連
隊
が
奈
良
に
で
き
る
と
、
従
来
、
第
四
師
団
管
下
で
あ

っ
た
奈
良
は
、
京
都
と
と
も
に
第
十
六
師
団
管
下

に
属
す
る
こ

と

に
な

っ
た
。
な
お
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
、
世
界
的
に
軍
備
縮
小
の
風
潮
が
高
ま
り
、
大
正
十
四
年

(一九
二丑
)、

第
五
十
三
連
隊
が

廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
京
都
深
草
か
ら
第
三
十
八
連
隊
が
奈
良
に
転
営
、
奈
良
市
に
第
三
十
八
連
隊
が
常
駐
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。

第
三
節

教
育

の
発
達

1

初
等
教
育
の
充
実
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わ
が
国
近
代
の
学
校
制
度
は
、
明
治
十
九
年

(
天
八六)
の
い
わ
ゆ
る
学
校
令

(輔
輻
楸
鮮
冷
胆
輜
籀
艀
嫐
鈴
.
)

に
よ

っ
て

ほ
ぼ
確
立
さ
れ
た
。
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
尋
常
科
と
高
等
科
の
二
段
階
と
し
、
修
業
年
限
は
そ
れ
ぞ
れ

四
年
、
尋
常
科
を
義
務
教
育
と
し
、
学
科
課
程

・
教
科
書
な
ど
は
文
部
大
臣
が
決
め
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
小
学
校

の
経
費

は
、
児
童
か
ら
徴
集
す
る
授
業
料
と
、

一
般
の
寄
付
金
に
よ
る
こ
と
に
し
、
不
足
の
と
き
は
、
区
町
村
会

の
議
決

に
よ
り
町
村
費
か
ら

補
う
も
の
と
さ
れ
た
。
小
学
校
が
無
月
謝
に
な
る
の
は
、
同
三
十
三
年

(
一九
〇〇)
の
小
学
校
令

の
改
正
に
よ

っ
て
で
あ
る
。

当
時
奈
良
に
は
各
区
に

一
校
ず

つ
の
尋
常
小
学
校
四
校
と
佐
保
村
と
の
連
合
組
合
立
高
等
小
学
校

一
校
が
あ

っ
た
が
、
同
二
十
二
年

(
天
八九)
の
町
制
施
行
に
よ

っ
て
奈
良
町
に
引
き
継
が
れ
た
。

明
治
十
九
年
四
月
十
日
に
公
布
さ
れ
た

「小
学
校
令
」
は
、

一
六
条
か
ら
成
る
簡
潔
な
も
の
で
あ

っ
た
が
、
明
治
二
十
三
年

(穴
九〇)

町

制

下

の

小

学

校
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十
月
七
日
に
、
教
育
勅
語
発
布
に
さ
き
だ

っ
て
、
改
め
て

「小
学
校
令
」
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
は
八
章
九
六
条
か
ら
成
る
完
備
さ
れ

た
教
育
法
規

で
あ

っ
て
、
そ
の
第

一
条
に
は

「小
学
校

ハ
児
童
身
体
ノ
発
達

二
留
意
シ
テ
道
徳
教
育
及
国
民
教
育

ノ
基
礎
並
其
生
活

二

必
須
ナ
ル
普
通
ノ
知
識
技
能

ヲ
授
ク
ル
ヲ
以
テ
本
旨
ト
ス
」
と
、
小
学
校
の
教
育
の
目
的
を
は
じ
め
て
明
示
し
て
い
る
。

こ
の
新
し
い
小
学
校
令

で
は
、
小
学
校
を
尋
常
小
学
校
と
高
等
小
学
校
の
二
つ
と
し
、
簡
易
科
を
認
あ
る
こ
と
を
や
あ
、
尋
常
小
学

校

の
修
業
年
限
を
三
か
年
ま
た
は
四
か
年
と
し
、
少
な
く
と
も
三
か
年
を
義
務
教
育
年
限
と
定
め
た
。
高
等
小
学
校

は
二
か
年
か
ら
四

か
年
と
幅
を
も
た
せ
た
。
ま
た
、
小
学
校
に
専
修
科

・
補
習
科
を
付
設
し
、
徒
弟
学
校

・
実
業
補
習
学
校
も
小
学
校

に
編
入
し
た
。
小

学
校

の
教
科
書
に

つ
い
て
は
、
明
治
十
九
年
の

「小
学
校
令
」
で
文
部
大
臣
の
検
定
し
た
も
の
に
か
ぎ
る
と
定
め

て
い
た
が
、
二
十
三

年

の

「小
学
校
令
」

で
は
、
「文
部
大
臣
の
検
定
し
た
も
の
を
、
小
学
校
図
書
審
査
委
員
が
審
査
し
、
府
県
知
事
の
許
可
を
う
け
た
も

の
」
と
限
定
し
、
国
定
教
科
書
に

一
歩
近
づ
け
て
い
る
。

明
治
十
九
年
の

「小
学
校
令
」
公
布
当
時
は
、
奈
良
県
地
域
は
大
阪
府
に
属
し
て
お
り
、
大
阪
府
は
こ
れ
に
基
づ
き
小
学
校
を
尋
常

科

四
年
、
高
等
科
四
年
に
編
成
し
た
。
翌
二
十
年

(天
八七)
、
奈
良
県
が
再
設
置
さ
れ
、
明
治
二
十
二
年
三
月
、
県

知
事
税
所
篤
は
普

通
教
育
の
徹
底
に
力
を
入
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
二
十
四
年
九
月

「小
学
校
設
備
規
則
」
が
定
め
ら
れ
、
さ
ら
に
二

十

五
年

(穴
九
二)
以
降

に
御
真
影
が
下
賜
さ
れ
て
、
小
学
教
育
体
制
が
か
た
め
ら
れ
た
。

当
時
奈
良
町
に
は
、
各
区
に

一
校
ず

つ
の
尋
常
小
学
校
、

つ
ま
り
第

一
区
に
鼓
坂
、
第
二
区
に
飛
鳥
、
第
三
区

に
中
辻
、
第
四
区
に

椿
井
、
第
五
区
に
大
豆
山
の
各
尋
常
小
学
校
と
、
奈
良
町
立
高
等
小
学
校
と
が
あ

っ
た
。
町
立
奈
良
高
等
小
学
校

は
、
は
じ
め
奈
良
町

と
佐
保
村

の
連
合
組
合
立
と
し
て
開
校
し
た
も
の
で
、
奈
良
町
は
そ
の
費
用
の
お
よ
そ
三
分
の
二
を
負
担
し
て
い
た
が
、
明
治
二
十
六

年

(天
九三)
か
ぎ
り
で
佐
保
村
は
脱
退
、
そ
の
後
は
奈
良
町
独
自
の
も
の
と
な

っ
た
。
奈
良
町
は
、

明
治
二
十
九
年

(
天
九六
)
に

一
万

三
〇
〇
〇
円
の
町
債
を
起
こ
し
、
高
等
小
学
校
施
設
の
大
改
革
を
実
施
し
た
。
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明治9年 新築の椿井小学校

二
十
年
代
の
末
ご
ろ
か
ら
、
各
小
学
校
で
通
知
簿
を

つ
く
り
は
じ
め
た
。
椿
井
小
学
校
の

場
合
を
、
『椿
井
小
学
校
沿
革
史
』
に
つ
い
て
み
る
と
、
明
治
十
年
ご
ろ
は
通
知
簿
が
な
く
、

明
治
二
十
年
ご
ろ
か
ら
試
験
成
績
表
、
付
欠
席
日
数
通
知
表
が
児
童
に
わ
た
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。
明
治
二
十
八
年

(
天
九五)
六
月

に
初
め
て
、
通
知
簿
が
児
童
に
わ
た
さ
れ
た
。

そ

し
て
、
翌
二
十
九
年
の
通
知
簿
に
は
、
各
教
科
が

一
〇
点
満
点

で
評
価
さ
れ
、
さ
ら
に
通
知

し

つ
け

簿
に
つ
い
て
の
注
意
と
、
父
兄
に
対
し
、
登
校
時
刻

・
遅
刻

・
欠
席

・
家
庭
の
躾
な
ど
に

つ

い
て
の
注
意
書
が

つ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
学
校
と
家
庭

の
あ
い
だ
の
通
信
欄

が
設
け
ら
れ
、
月

別
の
出
欠
席

・
遅
刻

・
早
退
の
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
七
年

(
]九〇四)
に
な
る

と
、
身
体
検
査
成
績
の
表
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
出
席
率
の
よ
い
児
童

に
は
、
明
治
二
十

九
年
か
ら
皆
出
席
賞
と
精
勤
賞
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

二
十
三
年
教
育
勅
語
が
発
布
さ
れ
て
学
校
教
育

の
基
本
方
針
と
さ
れ
た
が
、
翌
二
十
四
年

に
そ
の
写
し
が
、
翌
二
十
五
年
に
御
真
影
が
各
学
校
に
配
ら
れ
た
。

教
育
勅
語
お
よ
び
御
真
影
の
下
賜
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日
に

「教
育

二
関
ス
ル
勅
語
」
が
出

さ
れ
、
翌
日
、
芳

川
文
相
が
勅
語
奉
唱
に
関
す
る
訓
示
を
発
し
、

つ
づ
い
て
勅
語
の
謄
本
が
各
学
校
に
下
賜
さ
れ
た
。
ま
た
、
御
真
影

に

つ
い
て
は
、
明

治

二
十
五
年
に
県
令
に
よ
り
、
御
真
影
の
複
写
奉
掲
が
許
さ
れ
た
。

帯
解
小
学
校
の

『
百
年
史
』
に
よ
る
と
同
校
で
は
十

一
月
三
日
に
教
育
勅
語
の
奉
読
式
を
行

っ
て
お
り
、
ま
た
、
明
治
二
十
五
年
十

月

四
日
に
、
村
長

・
校
長

・
村
会
議
員

・
学
務
委
員

・
生
徒
総
代

一
六
人
が
郡
役
所
に
出
頭
し
て
、
御
真
影
を
拝
受

し
て
帰
校
し
、
直

ち

に
御
真
影
奉
迎
式
を
挙
行
し
て
い
る
。
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小
学
校
祝
日
大
祭
儀
式
規

(明
治
二
十
四

年
九
月
制
定
)

に
よ

っ
て
祝
祭
日
の
儀
式
が
重
要
な
学
校
行
事
と
な
り
、
全
校
で
御
真

影
を
拝
礼
、

教
育

勅
語
を
奉
読
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
祝
祭
日
の
う
ち
、
元
旦

(元
始
祭

)

・
紀
元
節

(一崩
+
)

・
天
長
節

(
計
卜
月
)

が
三
大
節

と
し
て
規
定
さ
れ
、
御
真
影

へ
の
最
敬
礼

・
教
育
勅
語
奉
読

・
校
長
ま
た
は
教
員
の
訓
話

・
そ
れ
ぞ
れ
の
祝
日
の
唱
歌
の
斉
唱
を
内
容

と
す
る
式
次
第
が
定
あ
ら
れ
た
。

明
治
三
十

一
年

(穴
九八)
二
月

一
日
、
奈
良
市
制
が
施
行
さ
れ
、
奈
良
町
立
の
奈
良
高
等
小
学

校
お
よ
び
鼓
坂

・

学

校

の

整

備

飛
鳥

・
中
辻

・
椿
井

の
四
小
学
校
は
市
立
と
な

っ
た
。
ま
た
、
市
立
小
学
校
の
ほ
か
、
奈
良
師
範
学
校
附
属
小
学

校

が
お
か
れ
て
い
た
。

就
学
率
が
向
上
し
、
三
十

一
年
に
は
全
国
平
均
を
は
る
か
に
こ
え
て
九
五
鮃
に
達
し
、
三
十
八
年

(一九〇五)
に
は
九
八
鮃

に
な
る
。

い
き
お
い
、
就
学
児
童
が
ふ
え
、
ど
こ
と
も
教
室
の
不
足
に
悩
ん
で
い
た
。
小
学
校
の
増
改
築
が
市
政
の
重
点
施
策
と
さ
れ
た
。
市
制

施
行

の
翌
三
十
二
年

(天
九九)
に
飛
鳥
小
学
校
の
改
築
工
事
に
着
手
し
、
翌
年
二
月
落
成
し
た
。
同
時
に
中
辻
小
学

校
を
西
木
辻
町
に

移
転
新
築
し
、
済
美
小
学
校
と
改
称
し
た
。
さ
ら
に
奈
良
高
等
小
学
校

・
鼓
坂
小
学
校
の
増
築
工
事
も
同
時
に
行
わ
れ
た
。
大
豆
山
小

学
校
は
、
登
大
路
築
地

へ
新
築
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、
明
治
三
十
七
年
に
新
築
工
事
落
成
し
、
三
月
に
新
校
舎
に
移

っ
て
朝
日
小
学

校

と
改
称
し
た
。

明
治
三
十
五
年

(一九〇二)
当
時
、
奈
良
高
等
小
学
校
は

=
二
学
級
、
鼓
坂
小
学
校
は
九
学
級
、
飛
鳥
小
学
校
は

一
〇
学
級
、
済
美
小

学
校
は

一
一
学
級
、
大
豆
山
小
学
校
は
六
学
級
で
あ

っ
た
が
、
児
童
の
増
加
と
と
も
に
収
容
し
き
れ
な
い
よ
う
に
な
り
、
明
治
三
十
六

年

に
は
奈
良
高
等
小
学
校
は
市
内
鍋
屋
町
に
民
家
を
借
り
て
分
教
室
を
設
け
た
。
当
時
四
年
だ

っ
た
義
務
教
育
が
、
や
が
て
六
年
に
延

長

さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
ま
た
、
奈
良
高
等
小
学
校
が
児
童
を
収
容
し
き
れ
な
く
な

っ
て
い
た

こ
と
な
ど
か
ら
、

各
小
学
校

に
二
年
制

の
高
等
科
を
併
置
す
る
こ
と
に
し
た
。
い
っ
ぽ
う
、
椿
井
小
学
校
は
、
明
治
三
十
六
年
十
月
に
改
築
の
件
が
議
決
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さ
れ
、
林
小
路
町
に
新
築
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
が
、
計
画
通
り
進
め
る
こ
と
が
で
き

ず
、
改
め
て
椿
井
町
に
五
七
五
坪
余
り
を
買
収
し
て
新
築
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
年
七

月

に
工
事

に
着
工
し
、
四
十
年

(一九〇七)
十

一
月
に
落
成
し
、
こ
こ
に
移
転
し
た
。

明
治
三
十
七
年
度

の
奈
良
市
初
等
教
育

の
状
況
は
表
27
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
年

の
三
月
三
十

一
日
付

の

『奈
良
市
公
報
』
号
外
の
告
示

一
二
号
で
、
市
内
各
小

学
校

へ
の
高
等
科
設
置
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、

こ
の
年

の
各
小
学
校

へ
の
予
算
配
分
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
一
区
)
鼓

坂

三
〇
〇
六
朔
三
五
銭

(四
区
)
椿

井

三

一
六
〇
姻
三
五
銭

(二
区
)
飛

鳥

三
〇
〇
七

・
三
五

(五
区
)
大
豆
山

一
ご
X1
1
0

・
八
三

(三
区
)
済

美

三
二
一
五

・
o
o

c授
業
料
収
入

二
〇
五
九
朔
七
五
噸

(
『奈
良
市
公
報
』
二
五
号
、
明

治
三
十
七
年
四
月
二
十
日
発
行
)

旧
郡
部

の
各
小
学
校

で
は
、
明
治
三
十
三
年

(一九〇〇)
か
ら
四
十
年
に
か
け
て

つ
ぎ

の
よ
う
な
動
き
が
あ

っ
た
。
五
ケ
谷
村
で
は
、
明
治
三
十
三
年
十

一
月
、
村
立
高
樋
小

学
校
、
村
立
米
谷
小
学
校
、
村
立
北
椿
尾
小
学
校
の
三
校
を
廃
止
し
、
村
立
五
ケ
谷
尋

表27明 治37年(1904)度 就学児童数

尋 常 科 高 等 科

男 女 計 男 女 計
人 入 人 人 人 人

鼓 坂 255 210 465 22 19 41

飛 鳥 231 211 442 25 23 48

済 美 247 242 489 20 26 46

椿 井 234 236 470 26 17 43

大 豆 山 159 142 301 19 15 34

奈良高等 349 238 587

ただし、師範附属小学校を除く(明治37年4月20日 発行 『奈良市公報皿25号による)。

 

常
小
学
校
を
設
立
し
た
が
、
翌
年

一
月
村
立
精
華
尋
常
小
学
校
と
改
称
し
た
。
辰
市
村
立
尋
常
小
学
校
は
、
明
治
三
十
四
年
四
月
高
等

科

を
設
置
し
、
辰
市
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
し
た
。
明
治
三
十
五
年
に
は
、
精
華
小
学
校
に
も
高
等
科
を
設
置
し
精
華
尋
常
高
等
小

学
校

と
改
称
す
る
な
ど
、
各
小
学
校
に
高
等
科
が
設
置
さ
れ
た
。

.

各
小
学
校

の
統
合
に

つ
い
て
は
、
地
域
に
よ

っ
て
は
問
題
の
お
き
る
こ
と
も
あ
り
、
水
間
小
学
校
で
は
、
将
来
分
校
と
な
る
か
、
あ
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表28児 童就学率累年比較

年 度 奈良市 奈良県 全 国
% % %

明治38年 度 ・ ・ ・2 95.62

40年 度 97.77 ・ ・ 97.38

42年 度 99.51 99.47 ・:1

大正2年 度 97.91 ・ ・ ・:・

3年 度 99.53 ・..: ・:・

4年 度 99.43 99.26 ・ ・

表29各 小学校児童数

明治38年 明治41年状 男 女 男 女

鼓 坂 小
人275 人248 人310 人266

飛 鳥 小 175 259 242 285

済 美 小 275 263 286 267

椿 井 小 248 243 282 276

朝 日 小 187 156 192 157

奈良高小 202 119 192 123

師範附小 435 449

女師附小 146 201

年度 大正2年 大正3年

学校名 男 女 男 女

第 一 小
人460 人457 人513 人499

第 二 小 581 579 633 611

第 三 小 404 348 509 459

師範附小 442 437

女師附小 193 411

女高師附小 297

各年度の 「奈良市勢要覧』より作成。

る
い
は
廃
校
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
風
説
が
ひ
ろ
が
り
、
明
治
四
十
年

一
月
に
児
童
の
ス
ト
事
件
が
お
こ
っ
て
い
る
。

明
治
四
十
年

(一九〇七)
小
学
校
令
が
改
正
さ
れ
て
、
義
務
教
育
年
限
が
四
年
か
ら
六
年
に
延
長
さ
れ
た
。

学

区

の

改

正

な
お
、
当
時
の
就
学
率
と
各
校
の
児
童
数
を
示
す
と
表
28
お
よ
び
表
29
の
と
お
り
で
あ
る
。

尋
常
小
学
校
は
、
明
治
四
十

一
年

(一九〇八)
か
ら
五
学
年
を
、
四
十
二
年
か
ら
六
学
年
を
お
く
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
各
小
学
校

で

は
、

こ
れ
ま
で
併
置
し
て
い
た
高
等
科
を
廃
止
し
た
が
、
新
設
の
椿
井
小
学
校
の
ほ
か
は
ど
こ
も
教
室
が
足
り
な
く
な
り
、
鼓
坂
小
学

校

で
は
す
ぐ
に
二
教
室
を
増
築
し
、
飛
鳥

・
済
美

・
朝
日
の
各
小
学
校
は
、
四
十
二
年
度
は

一
学
年
を
二
部
教
授
と
し
、
増
築
計
画
を

た

て
る
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
四
十
二
年

(一九〇九)
五
月
、
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
が
設
立
さ
れ
、
同

校
附
属
小
学
校

の

鵬



第二章 奈良市の成立

児
童
と
、
奈
良
師
範
学
校
と
奈
良
女
子
師
範
学
校

の
拡
張

に
よ
る
両
校
附
属
小
学
校
の
児
童
を
奈
良
市
内
か
ら
提
供
す
る
こ
と
に
な

っ

た

の
で
、
奈
良
市
で
は
こ
の
機
会

に
明
治
六
年

(天
七三)
に
定
め
ら
れ
た
ま
ま
で
多
年
懸
案
と
な

っ
て
い
た
従
来

の
学
校
区
制
を
廃
止

し
、
ま
た
、
学
校
数
を
減
少
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
同
年
十
月
市
会
の
協
賛
を
経
て
、
十

一
月
の
市
告
示
第

一
号
に
よ
り
、
四
十

三
年
三
月
末
限
り
鼓
坂

・
飛
鳥

・
済
美

・
椿
井

・
朝
日
の
各
尋
常
小
学
校
を
廃
止
し
、
同
年
四
月

一
日
か
ら
第

一

(
元
椿
井

校
跡

)

・
第

二

(概
飜
鳥
)

・
第
三

(概
贓
坂
)
の
各
尋
常
小
学
校
の
三
校
を
設
置
し
、
四
十
三
年
度
中
を
限

っ
て
第
二
尋
常
小
学
校
済
美
仮
教
場

(概
繍
3
、

第
三
尋
常
小
学
校
朝
日
仮
教
場

(元
朝
日

校
跡

)
を
お
く
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
仮
教
場
は
、
明
治
四
十
四
年

(一九
二
)
三
月

限
り
廃
止
す
る

こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
第
二
尋
常
小
学
校
の
教
室
を
増
築
し
、
ま
た
、
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
内
に
、
第
三
尋
常
小
学
校
の
仮

教
場
を
新
築
し
た
。
こ
れ
と
と
も
に
奈
良
高
等
小
学
校
を
明
治
四
十
四
年
三
月
末
限
り
廃
校
し
、
高
等
小
学
校
の
建
物
と
土
地
を
、
奈

良
県
師
範
学
校
の
使
用
に
あ
て
る
た
め
県
に
譲
渡
し
た
。

明
治
四
十
三
年
四
月
か
ら
、
飛
鳥
尋
常
小
学
校
が
こ
れ
ま
で
行

っ
て
き
た
東
市
村
白
毫
寺
区

の
児
童
の
受
託
授
業

が
廃
止
さ
れ
、
東

市
村
が
東
市
小
学
校
白
毫
寺
分
校
を
新
設
し
た
。

つ
づ
い
て
明
治
四
十
四
年
四
月
、
義
務
教
育
が
六
年
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
帯
解

.

東
市

・
明
治
の
三
村
組
合
立
高
等
小
学
校
と
、
大
柳
生

・
柳
生
の
二
村
組
合
立
大
保
高
等
小
学
校
と
が
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
柳
生

村

で
は
、
村
立
阪
原

・
大
柳
生

・
忍
辱
山

・
大
平
尾
の
四
尋
常
小
学
校
を
統
合
し
、
大
柳
生
尋
常
小
学
校
を

つ
く
り
、
忍
辱
山
に
第

一

分
教
場

・
大
平
尾
に
第
二
分
教
場
を
設
置
し
た
。
同
じ
と
き
に
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
が
開
校
し
、
元
奈
良
第
三
尋
常

小
学
校
朝
日
分
教
場
の
校
舎
を
借
用
し
て
入
学
式
を
行

っ
て
い
る
。

小
学
校
制
度
の
確
立
と
と
も
に
、
学
科
課
程
の
改
正
も
行
わ
れ
た
。
尋
常
小
学
校

で
は
、
修
身

・
国
語

(読
書

・

作
文

・
習
字
)

・
算
術

・
体
操
の
四
科
目
と
し
、
土
地
の
状
況
に
よ

っ
て
図
画

・
唱
歌

・
手
工

の
う
ち

一
科
目
ま

た
は
数
科
目
を
加
え
、
女
児
の
た
め
に
裁
縫
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
ま
た
、
高
等
小
学
校
は
、
修
身

・
国
語

・
算
術

・
日

教

科

課

程

と

教

科
書

の
固
定
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表
30

尋
常
小
学
校
教
科
課
程
表

(朋
謹

解

四
)

明
治
小
学
校

『明
治
郷
土
史
』
に
よ
る
。

科目

毎週授業時数

第一

学年

毎週授業時数

第二

学
年

毎週授業時数

第
三
学
年

毎週授業時数

第
四
学
年

修

身

二

道徳

ノ
要旨

二

道徳

ノ
要旨

二

道
徳
ノ
要
旨

二

道
徳
ノ
要
旨

国

語

一

〇

発音仮名

及近

易
ナ
ル普通文ノ読方、書方、綴リ方、話シ方

一

二

日
常須

知
ノ
文字及近易ナル普通

文
ノ廸

肇

書万
、

綴
リ
方話シ方

一

五

日
常須

知
ノ
文字及近易ナル普通文ノ董々書芳

、綴リ方話シ方

一

五

日
常
須
知
ノ
文
字及近易ナル普通文ノ董々書万、綴リ方話シ方

算

術

五

二
十
以下

ノ
数
ノ範囲内二於ケル数へ方、書方及加減乗除

六

百以

下
ノ
数
ノ
範囲内二於ケル数へ方、書方及加減乗除

六

通
常
ノ
加
減
乗除

六

通
常
ノ
加
減
乗
除(珠算加減)

体

操

四

遊戯

四

遊戯

、

普通

体操

四

遊
戯、

普通

体操

四

遊
戯、

普通

体操

唱

歌

一

平易

ナ
ル
単音

唱歌

一

平易

ナ
ル
単音

唱歌

一

平易

ナ
ル
単音

唱歌

一

平易

ナ
ル
単
音唱歌

計

二
二

二
五

二
八

二
八

本
歴
史

・
地
理

・
理
科

・
図
画

・
唱
歌

・
体
操
と
し
、
女
児
の
た
め

に
裁
縫
を
加
え
る

こ
と
に
し
た
。
毎
週
の
教
授
時
間
は
、
尋
常
小
学
校

で
は
こ
れ
ま
で
の
三
〇
時
間
を
二

八
時
間
に
へ
ら
し
、
高
等
小
学
校

で
は
三
六
時
間

に
へ
ら
し
、
必
須
科
目
に
集
中
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
授
業
の
能
率
を
上
げ
よ
う
と
し
た
。

教
科
書

に
つ
い
て
は
、
明
治
十
九
年

(天
八六)

の
小
学
校
令
公
布

以
後
、
検
定
制
が
と
ら
れ
、
明
治
二
十
六
年
ご
ろ
の

『帝
国
読
本
』、

明
治
三
十
年
代
に
は

『
国
語
読
本
』
『小
学
読
本
』
な
ど
が
、
全
国
各

地

で
多
く
採
用

検
定
教
科
書
か
ら

国
定
教
科
書

へ
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さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
三
十
五
年

(一九〇二)
二
月
に
、
教
科
書
疑
獄
事
件
が
お
こ
っ
た
。

こ
の
と
き
教
科
書
の
審
査
検
定

に
関
す
る
不
正

が
摘
発
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
検
定
制
度
は
く
ず
れ
た
。
明
治
三
十
六
年
四
月
、
政
府
は

「小
学
校
令
」
を
改
正
し
、
小
学
校
の
教
科

書

は
原
則
と
し
て
文
部
省
著
作
の
も
の
に
限
る
こ
と
に
し
、
翌
明
治
三
十
七
年
か
ら
実
施
し
た
。
と
く
に
、
修
身

.
日
本
歴
史

.
地
理

の
各
科
は
、
国
定
教
科
書
に
限
る
と
定
め
ら
れ
た
。
愈
お
、
こ
の
と
き
に
発
行
さ
れ
た
尋
常
小
学
読
本
は
、
「
ハ
タ

.
タ

コ

.
コ
マ
」

で
は
じ
ま
る
も
の
で
、
大
正
六
年

(一九
一七)
ま
で
使
用
さ
れ
た
。

こ
の
と
き
に
奈
良
県

で
採
用
さ
れ
た
修
身

・
国
語
の
教
科
書
目
録
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

第二章 奈良市の成立

教

科

図

書

名

冊

数

著
作
者

修

身

尋
常
小
学
修
身
書

(教
師
用
)

四
冊

文
部
省

〃

尋
常

小
学
修
身
掛

図

〃

〃

尋
常
小
学
修
身

書

(児
童
用
)

三
冊

(二
、
三
、
四
年
各

一
冊
)

〃

国

語

尋
常
小
学
読
本

八
冊

(各
学
年
二
冊
)

〃

〃

尋
常
小
学
書
キ
方
手
本

七
冊

(
一
学
年

一
冊

他
学
年
二
冊
宛
)

〃

明
治
四
十
年

(一九〇七)
の
小
学
校
令
改
正
に
よ
り
、
義
務
教
育
年
限
が
延
長
さ
れ
た
の
で
、
尋
常
小
学
校
の
教
科
目
を
修
身

.
国
語

.

算
術

・
日
本
歴
史

・
地
理

・
理
科

・
図
画

・
唱
歌

・
体
操
と
し
、
女
児
の
た
め
に
裁
縫
を
加
え
、
ま
た
土
地

の
状
況
に
よ
り
手
工
を
加

え
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
教
科
目
の
制
度
は
、
こ
の
の
ち
長
く

つ
づ
け
ら
れ
た
。

小
学
校

の
教
科
書
は
、
明
治
十
九
年
か
ら
文
部
省
検
定
制
度
が
と
ら
れ
て
き
た
が
、
明
治
三
十
六
年
の
小
学
校
令

で
国
定
制
度
に
改
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め
ら
れ
、
明
治
三
十
七
年
か
ら
明
治
四
十
四
年
に
か
け
て
、
各
科
の
国
定
教
科
書
が
つ
ぎ

つ
ぎ
に
発
行
さ
れ
た
。

さ
き
に
述

べ
た
三
大
節
の
式
の
ほ
か
、
重
要
な
学
校
行
事
に
遠
足
や
修
学
旅
行
が
あ

っ
た
。
各
学
年
の
行
先
は
、

学

校

行

事

学
校
に
よ
り
、
ま
た
年
度
に
よ

っ
て
多
少
の
相
違
は
あ

っ
た
が
、
だ
い
た
い
似
た
も
の
で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、

明
治
三
十
二
年

(一八九九)
の
済
美
小
学
校
で
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
。

全
年

(明
治
三

十
二
年
)
+
月
甘

、
秋
季
修
学
旅
行
ト
シ
テ
三
四
年
級
及
二
年
男
生
・
有
志
者
ハ
笠
置
山
・
三

年
級
ハ
若
草
山
行
軍
セ
リ

癰

鞋
鰰
詈

旧
郡

部

の
各

小

学

校

で
も

、

明

治

三

十

年

(
一八
九
七
)
ご

ろ

に

は
、

遠

足

や

修

学

旅

行

が
毎

年

行

わ

れ

る

よ

う

に
な

っ

て

い

る

。

た

と

え
ば

帯

解

小

学

校

で

は
、

明

治

三

十

四
年

に

は
、

一

・
二

年

は

奈

良

市
、

三

・
四
年

は
龍

田

・
法

隆

寺

方

面

へ
行

っ
て
お

り
、

大

阪

へ

行

く

こ
と

も

あ

っ
た

。

ま

た

、

郡

単

位

で
小

学

校

の
卒

業

生

と

四
年

生

を

ま

と

め

て
修

学

旅

行

を

行

わ

せ

る

こ
と
も

あ

っ
た

ら

し
く

、

『
東

市

小

学

校

百

年

記

念

誌

』

に

は

つ
ぎ

の

よ
う

な

記

事

が

あ

る
。

明
治
三
三
年
四
月
二

一
日
、
添
上
郡
小

学
校
生
徒

の
修
学
旅
行

が
行

わ
れ
る
に

つ
き
、
当
校

よ
り
卒
業
生

=
二
人
、
第

四
学
年

二
六
入
、
奈
良

鉄

道

に
よ
り
京
都

市

へ
旅
行
。

明

治

四
十

一
年

(
一九
〇
八
)
十

月

二
十

三

日

に

は
、

つ
ぎ

の

よ

う
な

添

上

郡

役

所

通

牒

が

、

郡

内

の
各

小

学

校

に
出

さ

れ

て

い
る

。

修
学
旅
行

ハ
之

ヲ
適
当

ノ
方
法

二
依

リ
テ
行

フ
時

ハ
、
教
育
上
最

モ
有
益

ノ

コ
ト
ナ
リ
ト
雖

モ
、
其
方
法

ノ
適
否
注
意

ノ
疎
密

ニ
ヨ
リ

テ
大

二
効

果

ヲ
異

ニ
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
近
時
行

ハ
ル

・
修
学
旅
行

ハ
往

々
其
主
旨

ヲ
誤
リ
方
法
宜

シ
キ

ヲ
得

ス
為

メ

ニ
弊
害
支
障

ヲ
招
ク

モ
ノ
ア
リ

テ
徒

ラ

ニ
多
額

ノ
費
用

ト
時
間

ト
ヲ
費

シ
タ
ル

ニ
終

ラ
シ
ム
ル
ガ
如
キ
遺
憾

ナ
シ
ト
セ
ズ
。
自
今
其
方
法

ヲ
改
善

シ
修
学
旅
行

ヲ
シ
テ
最

モ
有
効

ナ

ラ

シ

ム
ル

ハ
刻
下

ノ
急
務

ト
被
察
候
条
、
特

二
左
記
事
項

二
注
意

シ
旅
行
并

二
其
前
後

ノ
施
策

ヲ
シ
テ
遺

憾
ナ
キ
様
周
到
ナ

ル
注
意

可
有
之
此

通
牒

候
也

(中
略
)
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左
記

一

旅
行

ス
ベ
キ
地
方

ノ
選
ビ
方

ハ
、

特
殊

ノ
目
的

ヲ
有

ス
ル
場
合

ノ
外
、
教
授
訓
育
上

二
尤

モ
有
益

ノ
場
所

ヲ
選
ブ
ベ
シ
。
故

二
旅
行
地

ハ
唯

々

遠
隔

ノ
地

二
限

ラ
ズ
、
又
汽
車
汽
船

ノ
便

二
依

ル
ヲ
主
ト

セ
ズ
、

森
林
山
野

ノ
徒
歩
旅
行

ヲ
モ
選
ブ

ベ
シ
。

二

旅
行

ス
ベ
キ
生
徒
児
童

ハ
学
校

ノ
旅
行

ニ
ア
リ

テ

ハ
可
成
其

ノ
全
部
、

又
某

学
級

或

ハ
某
学
年

ノ
旅
行

ニ
ア
リ
テ

ハ
可
成
其
学
級
学
年

ノ
全

部

ヲ
引
率

シ
富
裕
者
若

ク

ハ
特
志
者

ノ

一
部
分

二
止

マ
ラ
ザ

ル
様
注
意

ス
ベ

シ
。

三

旅
行

ノ
目
的
及

ビ
期

日
等

ハ
可
成
学
年

ノ
初

メ

ニ
予
定

シ
置
キ
、
旅
行

ノ
準
備

二
遺
憾
ナ
カ

ラ
シ
ム
ベ

シ
。

四

教
師

ノ
携
帯

ス
ベ
キ
機
械
器
具
及

ビ
生
徒
児
童

ノ
服
装
携
帯
品
等

ハ
前

日

二
於

テ
遺
漏

ナ
キ
様
整
頓

シ
且

ツ
旅

行
心
得

ヲ
示

ス
ベ

シ
。

五

出
発
前

二
健
康
診
断

ヲ
行

ヒ
旅
行
先

二
於

テ
疾
患
者

ナ
キ
様
注
意

ス
ベ
シ
。

六

経
費

ハ
可
成
節
約

シ
児
童
生
涯

ヲ
シ
テ
困
苦
欠
乏

二
堪

フ
ル
ノ
忍
耐
力

ヲ
養

フ
ベ
シ
。

七

旅
行
地

二
於

テ

ハ
教
授

セ

ン
ト

ス
ル
コ
ト
及
ビ
観
察

セ
シ
メ

ン
ト
ス
ル
事
項

ハ
旅
行
前

ノ
予
防
教
授

二
於

テ
精
密
周
到

二
準
備

シ
置
ク
ベ
シ
。

八

旅
行
中

二
於

ケ

ル
教
授
訓
育

ハ
其
方
法

ト
其
機
会

ヲ
尤

モ
適
当

二
利
用

ス
ベ
シ
。

九

帰
校

後

ノ
教

授

二
於

テ
ハ
能

ク
既
得

ノ
観
察
事
項

ヲ
整

理

シ
充
分
其
観
念

ヲ
確
実

ナ
ラ
シ
ム
ル
方
法

ヲ
講
ズ

ベ
シ
。

δ

性
格

ノ
修
養
個
性

ノ
観

察

ヲ
ナ

ス
等

教
育

的
効

果

ノ
多
大

ナ
ラ

ン
コ
ト

ヲ
期

ス
ベ
シ
。

(
『帯
解
小
学

校
百
年
史
』
)

義

務

教

育

年

限

が

六

年

制

に
な

る

こ
ろ

か

ら

、

各

小

学

校

で
は
、

上

級

生

に

つ
い

て
は

一
泊

の
修

学

旅

行

を

実

施

す

る

よ

う

に
な

っ

た
。

た

と

え

ば

、

鼓

坂

(
第
三
)
小

学

校

に

つ
い

て
み

る

と

左

の
通

り

で
、

一
泊

旅

行

は
大

正

四
年

(
一九
一五
)

か

ら
実

施

し

て
い

る
。

。
明
治
三
九
年
三
月

二
九

日
、
尋
常
四
年
以
上

の
児
童

一
〇
六
名
を
率

い
校

長
職
員
六
名
が
付

添

っ
て
堺
市

へ
修
学
旅
行

(潮
干
狩
)
。

・
明
治

四
〇
年

一
〇
月

=

日
、
校
長
と
職
員

一
名
が
高
等
科
男
児

一
四
名
を
引
率
し
、
神
戸

へ
第
九
回
修
学
旅

行
、

大
阪

.
神
戸

間
は
海

路
を

と
る
。
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。
明
治

四
〇
年

一
〇
月

一
九

日
、
校
長
と
職
員

一
名
が
高
等
科
女
児
二

一
名
を
引
率

し
、
神

戸
市
須
磨
浦

へ
修
学
旅
行
を

し
、

即
日
帰
校
。

。
明
治

四

一
年

四
月

一
九

日
、
校
長
と
職
員
六
名
が
児
童
九
二
名
を
引
率
、
大

津
市

へ
第

一
〇
回
修
学
旅
行
を

し
、

即
日
帰
校
。

。
明
治
四

二
年
五
月
二
一二
日
、
四

・
五

・
六
年
児
童
を
引
率

し
、
堺
市

と
浜
寺

へ
修
学
旅
行
。

。
明
治
四
四
年
三
月
二
七
日
、
校
長
と
職
員
三
名

が
卒
業
児
童

を
引
率

し
、
大
阪

へ
修
学
旅
行
を
し
、
即

日
帰
校
。

。
明
治
四
五
年
三
月
二
〇
日
、

訓
導

三
名
卒
業
児
童
を
引
率

し
て
京
都

へ
修
学
旅
行
を

し
、
即

日
帰
校
。

。
大
正
二
年

三
月
二
八
日
、
校

長
と
職

員
二
名

が
卒
業
児
童
六

四
名
を
引
率
し

て
伊
勢
神
宮

に
参
拝
し
、
即

日
帰
校
。

。
大
正
二
年

=

月

二
〇
日
、
六
年
児
童

が
鳥
羽

へ
、
五
年
児
童
が
大
阪

へ
修
学
旅
行
。
翌

日
、
三

・
四
年
児
童
が
龍
田

・
法
隆
寺

へ
修
学
旅
行
。

。
大
正

四
年

一
〇
月

八
日
、
校
長
と
訓
導

三
名
が
引
率
し
、
六
年
児
童
が

一
泊

で
伊
勢

へ
修
学
旅
行
。

。
昭
和

二
年

四
月

二
八
日
～
五
月

一
七

日
、
左

の
よ
う

に
各
学
年

の
修
学
旅
行
を
実
施
。

尋

一

あ

や
め
池

四
月

二
八

日

日
帰
り

二

生
駒
山

五
月

一
二
日

〃

三

橿
原

五
月

=
ハ
日

〃

四

宇
治
桃
山

五
月

一
七

日

〃

五

京
都

・
大
津

五
月

=
二
日

一

泊

六

伊
勢

五
月

一
〇
日

〃

高

一
.
二

神
戸

.
明
石

五
月
七
日

一

泊

(
「鼓
坂
小
学

校
沿
革
史
」
)

運

動

会

も

毎

年

行

わ

れ

た

学

校

行

事

の

一
つ
で
、

た

と

え

ば

明
治

三
十

三
年

(
一九
〇
〇
)

の
済

美

小

学

校

の
場

合

を

み

る

と

、

十

月

十

五

日

、

午

前

八

時

か

ら

奈

良

公

園

内

旧

県
庁

跡

で
運
動

会

を
挙

行

、

徒

競

走

・
二
人

三
脚

・
綱

引

・
旗

取

り
な

ど

の
ほ
か
、
海

軍
遊

戯
、
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艦
隊
競
争
な
ど
時
勢
を
反
映
す
る
も
の
を
含
め
、
四
四
種
目
を
実
施
し
て
い
る

(
「済
美
小
学

校
沿
革
史
」
)。

奈
良
市
小
学
校
の
合
同
運
動
会
も
、
明
治
三
十
年
代
に
は
行
わ
れ
て
い
た
。
明
治
三
十
三
年
十
月
二
十
六
日
に
は
、
奈
良
師
範
学
校

前

の
芝
生

で
奈
良
市
立
小
学
校
連
合
大
運
動
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
も
毎
年
奈
良
公
園
の
芝
生
で
十
月
か
十

一
月
に
挙
行
さ
れ
て
い
る
。

日
露
戦
争
後
、
国
家
主
義
思
想
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
に
も
皇
室

・
軍
隊

・
戦
争
な
ど
に
関
す
る
訓
話

.
行
事
な
ど
が
多

く
な

っ
た
。
日
露
戦
争
従
軍
者

に
よ
る
小
学
校
巡
回
講
演
、
戦
勝
を
祝
う
小
学
児
童
の
旗
行
列
、
奈
良
の
連
隊

へ
の
遠
足
な
ど
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
奈
良

・
帯
解
駅
を
通
過
す
る
皇
族

の
奉
送
迎
な
ど
も
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。
文
部
省
は
、
明
治
四
十
三
年

(
一九
δ
)
八
月

二
十
六
日
に
、
行
幸
啓
の
節
の
学
生
生
徒

の
敬
礼

に
関
す
る
訓
令

(訓
令
第
冖八
号
)
を
出
し
て
い
る
。

学
校
衛
生
の
面
で
は
、
校
医
に
よ
る
健
康
診
断
が
例
年
行
わ
れ
、
衛
生
対
策
に

つ
い
て
も
し
だ
い
に
充
実
し
た
。

し
か
し
、
巷
間
の

衛
生
施
策
は
ま
だ
整

っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
四
十

一
年
五
月

に
は
、
済
美
小
学
校
の
二
年
女
児
が
疑
似

ペ
ス
ト
で
死
亡
し

た
た
め
、
同
校
を
五
日
間
休
校
、
さ
ら
に
消
毒
の
た
め
重
ね
て
五
日
間
休
校
す
る
と
い
う
よ
う
な
事
件
も
お
こ

っ
て
い
る
。

眼
科
で
は
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
治
療
に
つ
い
て
、
と
く
に
そ
の
徹
底
に
力
を
入
れ
た
。
そ
し
て
、
毎
月

一
回
学
校
医
に
よ
る
眼
科
検
診
を

行

い
、
疾
患
児
童
と

一
般
児
童
の
手
水
鉢
を
別
に
し
、
ま
た
、
患
者
の
名
前
を
学
校
医
か
ら
校
長
に
報
告
さ
せ
る
な
ど
の
処
置
を
と

っ

た
。
帯
解
小
学
校
で
は
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
の
児
童
に
赤
い
リ
ボ
ン
を
右
胸
上
に
つ
け
さ
せ
て
、

一
般
の
児
童
と
区
別
で
き
る
よ
う
に
し
、

「
眼

の
よ
い
も
の
は
眼
の
悪
い
者
に
近
よ
る
な
」
と
教
師
が
児
童
に
さ
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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2

中

・
高
等
教
育
機
関

の
設
立

明
治
二
十

一
年

(天
八八)
奈
良
県
再
設
置
当
時
、
県
下
に
は
郡
山
と
吉
野
の
尋
常
中
学
校
が
あ

っ
た
が
、
二
十
六

高

等

女

学

校

年
両
校
を
合
わ
せ
て
郡
山
に
奈
良
県
尋
常
中
学
校
が
開
設
さ
れ
た
。
二
十
九
年
畝
傍
と
五
條
に
分
校
が
創
立
さ
れ
、

三
十
二
年
両
校
が
独
立
、
中
学
校
令
の
改
正
に
よ
っ
て
三
校
と
も
尋
常
を
と

っ
て
県
立
中
学
校
を
名
の
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
、

県
庁
所
在
地

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
正
十
三
年

(一九二四)
に
い
た
る
ま
で
奈
良
に
は
中
学
校
は
な
か

っ
た
。

女
子
の
中
等
教
育
機
関
の
方
は
、
す
で
に
二
十
九
年
四
月
に
奈
良
県
高
等
女
学
校
が
鍋
屋
町
に
開
設
さ

れ
、
翌
年
水
門
に
移
転
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
三
十
七
年
、
高
等
女
学
校
令

(明
治
三
十

二
年
公
布
)
に
基
づ
い
て
県

立
桜
井
高
等
女
学
校
が
創
立
さ
れ
る
と
、
県
立
奈
良
高
等
女
学
校
と
改
称
し
た
。
修
業
年
限
は
本
科
四
年
、

補
習
科

一
年
、
技
芸
専
修
科
四
年
で
、
本
科
の
教
科
は
、
修
身

・
国
語

・
歴
史

・
地
理

・
数
学

・
理
科

・

図
画

・
家
事

・
裁
縫

・
音
楽

・
体
操
お
よ
び
随
意
科
目
と
し
て
、
外
国
語

(英
語
)

・
教
育

・
手
芸

(編

物
)
を
加
え
て
い
た
。
補
習
科
は
、
本
科
の
教
科
の
う
ち
、
図
画

・
家
事

・
音
楽
を
随
意
科
目
に
加
え
、

ま
た
、
技
芸
専
修
科
は
、
修
身

・
裁
縫

・
手
芸

・
国
語

・
数
学

・
理
科

・
図
画

・
家
事

・
音
楽

・
体
操
の

教
科
を
課
し
た
。
遠
方
の
生
徒
の
た
め
に
寄
宿
舎
が
あ
り
、
授
業
料
は
、
毎
月
、
奈
良
県
在
籍
者
は
九
〇

銭
、
他
府
県
在
籍
者
は

一
円

一
五
銭
で
あ

っ
た
。
四
十
四
年
九
月
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
高
等
女

学
校
の
開
設
に
と
も
な
い
、
こ
れ
に
吸
収
さ
れ
て
廃
校
と
な

っ
た
。
四
十
三
年
当
時
の
県
立
奈
良
高
等
女

学
校
の
入
学
状
況
は
表
31
の
と
お
り
で
あ
る
。

表31明 治43年(1910)県 立奈良高等女学校入学状況

志願者 入学者 在校生徒

本 科

補 習 科

技芸専修科

159

24

64

人 人

102

24

64

331

21

123

人

『奈良県教育八十年史』による。
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実
業
学
校
令

(三
十
二

年
公
布
)
を
う
け
て
、
三
十
五
年

(天
〇二)
県
立
の
奈
良
県
農
林
学
校

(獸
袵
嶄
掌
癬
線
蛇
砧
)
、
三
十
九

実

業

学

校

年
奈
良
県
工
業
学
校

(大
正
十
三
年
県
立
御

所
工
業
学
校
と
な
る
)
が
で
き
る
が

(鯛
睛
擲
鋭
齣
墺
爍
学
)、
奈
良
市

で
は
三
十
七
年

「将
来
商
業

二
従
事

セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ノ
為

二
、
商
業
上

ノ
知
識
技
能

ヲ
授
ケ
ル
」
(学
則
)

こ
と
を
目
的
に
登
大
路
町
に
市
立
奈
良
商
業
学
校
を
開

設
し
た
。
奈
良
市
告
示
第
二
五
号
に
よ
る
と
、
本
校
は
乙
種
商
業
学
校
で
、
修
業
年
限
三
年
、
生
徒
定
員
は
二
〇
〇
人
、
学
科
目
は
、

修
身

・
読
書
習
字
作
文

・
数
学

・
地
理

・
理
科

・
商
業
要
項
簿
記

・
商
口中
・
英
語

・
体
操
の
各
教
科
、
入
学
資
格
は
高
等
小
学
校
二
学

年

の
課
程
を
終
わ

っ
た
男
子
ま
た
は
そ
の
程
度
に
よ
り
、
国
語

・
算
術

・
日
本
歴
史

・
日
本
地
理
の
試
験
に
合
格
し
た
男
子
と
し
て
い

る
。
授
業
料
は
毎
月
五
〇
銭
で
あ

っ
た
。
な
お
こ
の
学
校
は
、
明
治
三
十
九
年
、
校
舎
を
大
豆
山
突
抜
町
に
移
し
た
。
四
十

一
年
十
月

に
廃
校
と
な
る
が
、
こ
の
年
三
月
に
は
各
小
学
校
に
併
置
さ
れ
て
い
た
実
業
補
習
学
校

(次
項
参
照
)
も
全
廃

に
な

っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も

授
業
料
の
滞
納
者
の
増
加
と
市
の
財
政
難
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

奈
良
商
業
学
校
に
つ
い
で
、
奈
良
市
は
三
十
八
年

(
一九〇五)
四
月
、
登
大
路
町
の
奈
良
高
等
小
学
校
内

に

「女
子

ノ
職

二
須
要
ナ
ル

知
識
及
技
芸

ヲ
授
ク
、
能
ク
自
営
ノ
道

ヲ
立

ツ
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
教
育
ヲ
施
ス
」
こ
と
を
目
的
に
市
立
奈
良
女
子
職
業
学
校
を
設
立
し
た
。

奈
良
市
告
示
第

一
六
号
に
よ
る
と
、
こ
の
学
校
に
は
、
本
科

(修
業
年

限
三
年
)

・
補
習
科

(灘
環
籟
)
、
選
科

(職
濺
鄰
↑
構
硴
娜
一↓輛
鵜
鄭
缶
欄
譲
聯

驚
轢

明
遺
卸
)
が
お
か
れ
、
本
科
の
教
科
目
は
修
身

・
裁
縫

・
造
花

・
刺
繍

・
割
烹

・
家
事

・
国
語

・
数
学

・
図
画

・
体
操

で
、
補
習
科

の
教

科
目
は
修
身

・
図
画

・
体
操

・
家
事
の
ほ
か
、
裁
縫

・
造
花

・
刺
繍
の
う
ち

一
科
ま
た
は
二
科
と
さ
れ
た
。
入
学
資
格
は
、
高
等
小
学

校

二
年
の
課
程
を
終
わ

っ
た
女
子
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度
と
し
、
国
語

・
算
術

・
日
本
歴
史

・
日
本
地
理
の
試
験
に
合
格
し
た
女
子
と

さ
れ
た
。
授
業
料
は
、
毎
月
本
科
お
よ
び
補
習
科
は
三
五
銭
、
選
科
は
三
〇
銭

で
、
ま
た
、
募
集
定
員
は
本
科
八
〇
人
、
選
科
四
〇
人

で
あ

っ
た
が
、
明
治
四
十
年
に
本
科
お
よ
び
補
習
科
は
毎
月
五
〇
銭
、
選
科
は
四
〇
銭

に
改
あ
た
。
な
お
こ
の
と
き
、
小
学
校
の
授
業

料
を
高
等
科
三
五
銭
、
尋
常
科

一
〇
銭
と
定
め
て
い
る
。
そ
の
後
四
十
三
年
四
月
、
奈
良
第
二
尋
常
小
学
校
の
付
設
と
な
る
が
、
四
十
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四
年
三
月
廃
校
と
な
り
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
翌
四
月
か
ら
陰
陽
町
の
元
奈
良
第
二
尋
常
小
学
校
済
美
仮
教
場
跡
に
、
市
立
奈
良
実
科
高

等
女
学
校
が
設
立
さ
れ
る

(『奈
良
市
告
示
』

第
十
・十
一号
)。
本
校
は
募
集
定
員
を
、
本
科
第

一
学
年
七
〇
人
、
同
二

.
三

.
四
年
各
若
干
名
と
し
、
第

一
学
年

へ
の
入
学
資
格
を
年
齢

一
二
歳
以
上
で
修
業
年
限
六
か
年
の
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
し
た
。
し
か
し
、
志
願
者
が
定
員

に
満
た
な
か

っ
た
た
あ
、
同
年
九
月
に
補
欠
募
集
を
し
て
い
る
。
市
立
実
科
高
等
女
学
校
の
授
業
料
は
毎
月
、
市
内
居
住
者
は

一
円
、

市

外
居
住
者
は

一
円
五
〇
銭

で
あ

っ
た
。
の
ち
大
正
二
年

(一九
1≫l>
に
は
授
業
料
を
市
内
居
住
者

一
円
三
〇
銭
、
市

外
居
住
者
を

一
円

八
〇
銭

に
改
め
た
。
実
科
高
等
女
学
校

で
は
、
遠
方
か
ら
の
入
学
者
の
た
め
に
寄
宿
舎
を
設
置
し
、
明
治
四
十
四
年
十

一
月
に
は
家
庭

懇
談
会
を
開
催
し
、
ま
た
校
内

の
設
備
内
容

の
充
実
を
は
か
る
な
ど
、
学
校
の
整
備
拡
充
に
つ
と
め
た
。
こ
の
学
校

は
、
大
正
五
年
四

月
三
十
日
限
り
で
廃
校
と
し
、
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
実
科
高
等
女
学
校
と
し
て
再
出
発
し
た
。

当
時
の
女
子
の
中
等
教
育
は
、
も

っ
ぱ
ら

「良
妻
賢
母
」

の
養
成
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、
奈
良
市
の
学
校
経
営

は
、
職
業
に
つ
く

女
子
の
た
あ
の
技
能
養
成
を
あ
ざ
し
た
点
、
や
や
違

っ
た
趣
を
見
せ
て
い
る
。

日
露
戦
争
後
、
奈
良
で
も
私
立
学
校
設
立
の
動
き
が
活
発
と
な

っ
た
。

こ
の
時
期
に
奈
良
市
に
創
設
さ
れ
た
私
立

私

立

学

校

学
校
の
な
か
で
、
正
気
書
院

・
奈
良
育
英
学
校
の
二
校
は
、
そ
の
後
時
代
に
適
応
す
る
よ
う
何
度
か
学
校
の
形
態

や
名
称
を
か
え
な
が
ら
、
今
日
そ
れ
ぞ
れ
白
藤
学
園
、
奈
良
育
英
学
園
と
し
て
盛
況
を
呈
し
て
い
る
。
正
気
書
院
は
、
明
治
二
十
六
年

(
天
九三)
十
月
、
越
智
宣
哲
が
山
辺
郡
二
階
堂
村
に
漢
学
塾
正
気
書
院
を
開
い
た
の
に
は
じ
ま
り
、
明
治
三
十
四
年

に
奈
良
市
中
院
町
、

明
治
三
十
九
年
に
西
御
門
町
に
塾
舎
を
移
し
普
通
科
と
予
修
科
を
お
い
た
。
明
治
四
十

一
年
三
月
に
は
私
立
学
校
令

の
認
可
を
う
け
て

奈
良
予
備
学
校
を
経
営
、
師
範
学
校
志
願
者
の
た
め
の
補
修
教
育
を
行
い
、
さ
ら
に
明
治
四
十
四
年
に
隣
接
の
小
西
町
に
校
舎
を
増
築

し
た
。
も
と
も
と
漢
学
塾
か
ら
お
こ
っ
た
学
校
で
、
今
も
白
藤
高
校
内
に
明
治
四
十
五
年
に
創
建
さ
れ
た
聖
廟
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

奈
良
育
英
学
校

(現
育
英
学

園
の
前
身
)
は
、
明
治
三
十
九
年

一
月
に
玉
置
格
ら
に
よ

っ
て
押
上
町
に
設
立
さ
れ
た
が
、

こ
の
と
き
は
奈
良
県
女

196



子
師
範
学
校
志
願
者
の
た
め
の
予
備
校
と
し
て
の
性
格
を
持

っ
た
学
校
で
あ

っ

た
。
最
初
の
生
徒
は

一
九
人

で
、
県
か
ら
五
〇
〇
円

の
補
助
金
を
う
け
て
夜

学
校
と
し
て
授
業
を
は
じ
あ
た
。

な
お
、
明
治
四
十
三
年

(一九
δ
)
に
奈
良
刺
繍
女
学
校
が
下
三
条
町

に
開

校
、

こ
の
こ
ろ
、
大
和
女
学
校
が
北
京
終
町
に
、
奈
良
女
学
校
が
中
院
町
に

開
校
し
て
い
る

(表
32
)。

表32奈 良市中等学校教員生徒数

年 度 明治28年 明治41年 明治44年

学 校 名 教 員 生 徒 教 員 生 徒 生 徒

奈 良 商 業 学 校 7人
人96

5人
人67 人

奈 良 女 子 職 業 学 校 8 87 9 63

奈良 実 科 高 等 女 学 校 109

奈良女高師附属高等女学校 404

県 立 高 等 女 学 校 22 414 22 469

正 気 書 院 85

奈 良 育 英 学 校 25

奈 良 刺 繍 女 学 校 63

大 和 女 学 校 50

奈 良 女 学 校 57

各年度の 「奈良市勢要覧』より作成。
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明
治
三
十
年

(
天
九七)
十
月
に
師
範
学
校
令
に
か
え
て
、
師
範
教
育
令
が
公
布
さ
れ
た
。
師
範
学
校
は
、
高
等
師

師

範

学

校

範
学
校

・
女
子
高
等
師
範
学
校

・
師
範
学
校
に
分
け
ら
れ
、
男
女
高
師
は
官
立
と
し
、
師
範
学
校
は
府
県
立
と
し

て
、
各
府
県
に

一
校
ま
た
は
数
校
を
設
置
、
予
備
科
、
小
学
校
教
員
講
習
科
を
も
お
く
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
い
で
明
治
四
十
年
に
義
務

教
育
が
六
年
に
延
長
さ
れ
た
の
に
と
も
な

っ
て
、、
四
十
年
四
月

「師
範
学
校
規
程
」
が
制
定
さ
れ
た
。
師
範
学
校

に
は
本
科
と
予
備

科
を
お
き
、
本
科
を
分
け
て
第

一
部
と
第
二
部
と
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
予
備
科
は
修
業
年
限

一
年
で
、
修
業
年
限

二
年
の
高
等
小
学

校
卒
業
者
を
入
学
さ
せ
、
本
科
第

一
部
は
修
業
年
限
四
年
で
、
予
備
科
終
了
者
ま
た
は
修
業
年
限
三
年
の
高
等
小
学
校
卒
業
者
を
入
学

さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
本
科
第
二
部
は
修
業
年
限
男
子
は

一
年
、
女
子
は

一
年
ま
た
は
二
年
で
、
中
等
学
校
卒
業
者
を
入
学
さ

せ
た
。

奈
良
県
再
設
置
に
と
も
な
い
登
大
路
に
奈
良
県
尋
常
師
範
学
校
が
お
か
れ
た
が
明
治
三
十
年
の
師
範
教
育
令
に
よ
り
、
奈
良
県
師
範

学
校
と
改
称
、

つ
い
で
明
治
三
十
二
年
に
簡
易
科
修
業
年
限
二
年
と
講
習
科
を
お
き

(講
習
科
は
三
十

六
年
に
廃
止

)
ま
た
、
定
員
の
四
分
の

一
以
内
の

私
費
生
を
お
く
こ
と
と
し
た
。

師
範
学
校
は
、
将
来
小
学
校
教
員
と
な
る
者
の
た
め
の
教
育
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
将
来
小
学
校
児
童
に
忠

君
愛
国
の
思
想
を
徹
底
さ
せ
る
人
物
の
養
成
に
力
を
入
れ
た
。
そ
の
た
め
、
全
員
寮
生
と
し
て
日
常
生
活
に
軍
隊
的
規
律
を
導
入
し
、

ま

た
、
生
徒
の
食
物

・
被
服
な
ど
を
支
給
し
、
さ
ら
に

一
か
月
に
つ
き

一
人

一
五
銭

の
手
当

て
を
給
す
る
な
ど
、
陸
海
軍
の
学
校

に
準

じ
た
給
付
を
し
て
い
る
。
明
治
三
十
二
年
の
奈
良
県
師
範
学
校
概
覧
に
は
、
生
徒
心
得
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

本
校
生
徒
ハ
将
来
教
育
ノ
大
任
二
当
リ
人
ノ
師
表
タ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
常

二
教
育
二
関
ス
ル
聖
勅
ヲ
奉
体
シ
忠
孝
ノ
大
義

ヲ
明
ニ
シ
国
民
ノ
責

務
ヲ
弁
へ
内
二
省
ミ
外
二
慎
ミ
日
夜
怠
ラ
ス
自
修
治
ノ
実
効
ヲ
顕
ス
ヘ
シ
左
二
其
項
目
ヲ
示
ス

一
志
気
ヲ
励
シ
時
日
ヲ
惜
ミ
学
業
ヲ
研
究
ス
ヘ
シ
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第二章 奈良市の成立

一
規
律
二
循
ヒ
秩
序
ヲ
守
リ
恭
順
ニ
シ
テ
偽
ナ
ラ
サ
ル
ヘ
シ

一
容
儀
ヲ
慎
ミ
礼
節
ヲ
尚
ヒ
温
厚
荘
重
ノ
気
風
ヲ
具
フ
ヘ
シ

一
信
義
ヲ
重
ン
シ
交
情
ヲ
厚
ク
シ
能
ク
容
レ
能
ク
責
ム
ヘ
シ

一
廉
耻
ヲ
傷
ラ
ス
鄙
俗
二
流
レ
ス
誠
実
自
貫
ク
ヘ
シ

一
困
苦
二
堪
へ
缺
乏
ヲ
忍
ヒ
剛
毅
活
濃
ノ
精
神
ヲ
磨
ク
ヘ
シ

一
飲
食
ヲ
慎
ミ
運
動
ヲ
勉
メ
衛
生
二
留
意
シ
健
康
ヲ
増
進
ス
ヘ
シ

明
治
四
十
四
年

(一九
二
)
四
月
、
奈
良
県
師
範
学
校
学
則
が
改
正
さ
れ
、
本
科
第

一

部
定
員
三
二
〇
人

(八
学
級

)、
第
二
部
定
員
四
〇
人

(続
学
)
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
四

分

の

一
を
私
費
生
と
し
た
。

な
お
附
属
小
学
校
と
し
て
尋
常
小
学
校
と
高
等
小
学
校

(修
業
年

限
二
年
)
が
お
か
れ
合
わ
せ

て

=
二
学
級
と
な

っ
て
お
り
、
明
治
三
十
四
年

(一九9
)
、
奈
良
師
範
学
校
は
女
子
部

を
設
置
し
、
半
田
横
町

・
北
魚
屋
東
町
に
そ
の
校
舎
を
設
け
た
。
翌
三
十
五
年
定
員
を

男
子

一
六
〇
人
、
女
子
九
〇
人
と
し
て
、
七
学
級
に
編
成
、
同
年
か
ら
女
子
部
の
授
業

を
開
始
し
た
。
な
お
、
師
範
学
校
の
生
徒
は
女
子
部
に
つ
い
て
も
全
寮
制
を
と
り
、
通

学
を
許
さ
な
か

っ
た
の
で
、
そ
の
女
子
部
寄
宿
舎
と
し
て
は
じ
め
て
油
留
木
町
の
民
家

を
あ
て
て
ま
も
な
く
北
魚
屋
東
町
の
新
校
舎
内
に
移

っ
た
。

こ
の
女
子
部
が
明
治
三
十
八
年

(一九〇五)
四
月
奈
良
女
子
師
範
学
校
と
し
て
独
立
開
校

し
た
。

表33奈 良師範学校生徒数の変遷

本科囀 簡易科 予備科 女子部 本科二部

明治30年
人109 入 人 人 人

32年 141

34年 145 50 14

36年 155 66 64

38年 172 74

40年 183

42年 250 41

44年 346 32

『奈良県師範学校五十年史』より作成。
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女 子師範学校正 門(明 治38年)

明
治
四
十
四
年

に
改
正
さ
れ
た
奈
良
県
女
子
師
範
学
校
学
則
に
よ
る
と
、
学
校
編
制
は
、

予
備
科

一
学
級
定
員
四
〇
人
、
本
科
第

一
部
四
学
級
定
員

一
六
〇
人
、
第

二
部

一
学
級
定
員

四
〇
人
と
な

っ
て
い
た
。
ま
た
、
予
備
科
は
全
員
私
費
生
、
本
科
は
定
員

の
五
分
の

一
が
私

費
生

で
あ

っ
た
。
入
学
資
格
は
、
予
備
科
は
修
業
年
限
二
年
の
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
て
満

一
四
歳
以
上

の
者
、
本
科
第

一
部
は
予
備
科
終
了
者
ま
た
は
修
業
年
限
三
年
の
高
等
小
学
校

を
卒
業
し
て
満

一
五
歳
以
上
の
者
、
本
科
第
二
部
は
修
業
年
限
四
年
の
高
等
女
学
校
を
卒
業

し
て
満

一
六
歳
以
上
の
者
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

女
子
師
範
学
校
に
も
附
属
小
学
校
が
設
け
ら
れ
、
尋
常
小
学
校
を
六
学
級
と
し
て

一
部
を

複
式
と
し
、
高
等
小
学
校
は
二
学
級
で
あ

っ
た
。
創
立
当
初
は
、
附
属
小
学
校
の
児
童
と
し

て
、
市
内
各
小
学
校
の
児
童
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
佐
保
村
の
児
童

を
ひ
き
と

っ
て
、
各
学
級
を
構
成
し
た
。

明
治
三
十
二
年

(
天
九九)
の
高
等
女
学
校
令
の
公
布
を
契
機
に
、
全
国
的
に
高
等
女
学
校
の
設
立
が
相

つ
ぎ
、
生

徒
数
は
急
増
し
た
。
そ
の
た
め
、
第
二
の
女
子
高
等
師
範
学
校
を
関
西
に
開
設
し
よ
う
と
い
う
議
が
お
こ
っ
た
。

女
子
の
中
等
学
校
教
員
養
成
機
関
と
し
て
は
、
明
治
二
十
三
年

(天
九〇)
に
女
子
高
等
師
範
学
校
が
、
そ
れ
ま

で
の
高
等
師
範
学
校

女
子
部
か
ら
分
離
独
立
し
て
の
ち
、
ず

っ
と
東
京
に
お
か
れ
て
い
た
。
明
治
三
十
年
に
こ
れ
ま
で
の
師
範
学
校
令
を
改
あ
、
新
し
く
師

範
教
育
令
が
出
さ
れ
た
が
、

こ
れ
に
も
高
等
師
範
学
校
と
女
子
高
等
師
範
学
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
校
ず

つ
東
京
に
お
く
こ
と
と
定
あ
ら

れ

て
い
た
。

し
か
し
、
日
清
戦
争
後
の
社
会
進
展
に
と
も
な

っ
て
女
子
の
就
学
率
が
向
上
し
、
明
治
三
十
年
に
は
五
〇

・
八
六
鮃
で
あ

っ
た
義
務

女
高
師
の
誘
致
と
東

京
美
術
学
校
移
転
説
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教
育
就
学
率
が
、
明
治
四
十
年

(一九〇七)
に
は
九
六

・
一
四
鮃
と
な
り
、
男
子
同
年
の
九
八

・
五
三
鮃
と
あ
ま
り
ち
が
わ
な
く
な

っ
た
。

こ
れ
と
と
も
に
中
等
教
育
を
う
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
女
子
も
年
ご
と
に
増
加
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
し
、
政
府
は
明
治
三
十

二
年

に
高
等
女
学
校
令
を
公
布
し
た
が
、
こ
れ
に
と
も
な
い
、
各
地
の
高
等
女
学
校

の
設
立
が
相

つ
ぎ
、
明
治
三
十
年
に
二
六
校
、
生

徒
数
六
七
九
九
人
だ

っ
た
の
が
、
四
十
年
に
は

=
壬
二
校
、
四
万
〇
二
七
三
人
に
激
増
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
教
員
養
成
機
関
が
も
う

一
校
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
文
部
省
は
明
治
三
十

一
年

(
天
九八
)
に
た
て

た
八
か
年
計
画
の
な
か
で
第
二
女
子
高
等
師
範
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
を
定
め
、
そ
れ
を
関
西
に
お
く
こ
と
が
議
せ
ら
れ
て
い
た
。

奈
良
市

・
県
で
は
、
女
高
師
誘
致
に
先
だ

っ
て
十
数
年
に
わ
た

っ
て
、
官
立
学
校
誘
致
の
努
力
を

つ
づ
け
て
い
た
。
こ
れ
は
、
日
清

戦
争
直
後
に
東
京
美
術
学
校
校
長
の
岡
倉
覚
三

(天
心
)
が
奈
良

に
美
術
学
校
を
設
立
し
よ
う
と
考
え
、
ま
ず
東
京
美
術
学
校

の
分
校

を
奈
良
に
お
こ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
奈
良
町
会
議
員
ら
が
、
明
治
二
十
八
年

(天
九五)
末
～
二
十
九
年
初
め
の

こ
ろ
法
蓮
町

に

約
三
〇
〇
〇
坪
の
土
地
を
選
定
し
、
文
部
省

に
寄
付
し
た
。

と

こ
ろ
が
、
第
二
次
山
県
内
閣
の
と
き
文
部
大
臣
樺
山
資
紀
が
こ
の
土
地
を
視
察
し
、
狭
す
ぎ
る
と
い
う
理
由
で
こ
の
計
画
に
乗
ら

な
か

っ
た
。
そ
こ
で
奈
良
県
は
、
県
有
の
監
獄
移
転
予
定
地
二
万
余
坪
を
奈
良
市
に
提
供
し
、
奈
良
市
は
こ
れ
を
文
部
省
に
寄
付
し
、

さ
き

に
寄
付
し
た
法
蓮
町
の
三
〇
〇
〇
坪
を
返
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
を
県
有
地
と
し
た
。
こ
の
時
に
寄
付
さ
れ
た
土
地
が
現
在

の
奈
良

女
子
大
学

の
所
在
地

で
あ
る
。

そ
し
て
明
治
三
十
三
年

(一九〇〇)
ご
ろ
、
文
部
省
は
美
術
学
校
分
校
の
設
置
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
奈
良
県
知
事

に
告
げ
る
と
と

も
に
、
女
子
高
等
師
範
学
校
で
は
ど
う
か
と
地
元
の
意
向
を
打
診
し
、
地
元
で
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
意
向
を
表
明
し
た
。

こ
の
こ
と

に

つ
い
て
、
『朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
七
年

(
一九〇四)
七
月
九
日
の
紙
面
に

つ
ぎ
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。

あ
ず
か

東
京
美
術
学
校
を
奈
良
市
に
移
転
せ
ん
と
の
風
説
あ
れ
ど
も
奈
良
県
当
局
者
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
今
に
何
等
の
詮
議
に
与
り
た
る
こ
と
な
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し
と
の
こ
と
な
り
。

元
来
奈
良
市
に
美
術
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
去
る
二
十
五
年
古
沢
滋
氏
知
事
た
り
し
当
時
、
県
会
に
お
い
て
満
場

一
致
を
以
て

官
立
美
術
学
校
設
置
の
建
議
を
な
し
、
次
い
で
柳
沢
伯
所
有
地
及
び
奈
良
町
よ
り
奈
良
郊
外

一
か
所
を
、
又
添
上
郡
佐
保
村
等
よ
り
も
敷
地
の
寄

附
を
な
し
、
結
局
佐
保
村
の
寄
附
地
を
文
部
省
に
て
採
納
す
る
こ
と
と
な
り
、
時
宜
に
よ
り
鋳
造
科
及
び
研
究
科
を
設
置
せ
ん
と
の
議
あ
り
し
も

遂
に
立
消
え
と
な
り
、
そ
の
後
岡
橋
、
脇
野
両
県
会
議
長
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
敷
地
を
要
求
す
る
こ
と
あ
り
し
も
、
是
又
何
等
の
回
答
な
か
り
し
が
、

去
る
三
十
二
年
樺
山
文
部
大
臣
巡
回
の
際
、
美
術
学
校
敷
地
を
視
察
し
、
そ
の
後
都
合
に
よ
り
佐
保
村
の
敷
地
を
取
消
し
、
更
に
県
有
地
二
万

一

千
九
百
余
坪
を
文
部
省
に
寄
附
せ
し
が
、
同
省
に
て
は
去
る
二
十
五
六
年
当
時
の
如
き
諸
事
業
勃
興
の
当
時
さ
え
建
設
の
運
び
に
至
ら
ざ
る
程
な

れ
ば
、
文
部
省
の
方
針
は
如
何
な
る
や
知
る
べ
か
ら
ざ
る
も
、
目
下
の
時
局
に
お
い
て
奈
良
に
建
設
移
転
す
る
こ
と
万
々
な
か
る
べ
し
。

そ
の
こ
ろ
、
日
露
戦
争
を
前
に
し
て
、
政
府
に
は
女
子
高
等
師
範
学
校
を
増
設
す
る
財
政
的
余
裕
が
な
く
、
明
治

四
十

一
年

(一九〇〇

度
予
算
に
お
い
て
女
子
高
等
師
範
学
校
新
営
費
が
計
上
さ
れ
た
。
帝
国
議
会

に
は
、
新
設
の
女
子
高
等
師
範
学
校
を
京
都
に
設
置
す
る

建
議
案
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
明
治
四
十
年
三
月
二
十

一
日
の
議
会
で
奈
良
に
す
る
か
京
都

に
す
る
か
を
採
決
し
た
結
果
、

=
二
二
対

=
二
一
で
奈
良
に
決
定
し
た
。
そ
し
て
明
治
四
十

一
年
三
月
三
十

一
日
、
勅
令
第
六
八
号
に
よ

っ
て
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校

の
設
置

を

み
る
こ
と
に
な

っ
た
。

設
置
が
き
ま
る
と
、
文
部
省
直
轄
学
校
職
員
定
員
令
中
に
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
職
員
が
加
え
ら
れ
、
明
治
四
十
二
年

(
一九〇九
)

一
月
十
八
日
に
文
部
省
視
学
官
野
尻
精

一
が
初
代
校
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
日
か
ら
文
部
省
内
で
事
務
を
開
始
し
た
。

ま
た
、
明
治
四
十

一
年
二
月
二
十
九
日
か
ら
校
舎
の
建
築
を
開
始
、
四
十
二
年
十
月
二
十
五
日
に
竣
工
し
た
。

明
治
四
十
二
年
二
月
十
五
日
、
入
学
者
選
抜
規
則
を
定
あ
、
翌
々
日
、
生
徒
八
〇
人
を
募
集
す
る
こ
と
を
各
地
方
長
官
に
通
知
し
た
。

そ
し
て
そ
の
推
挙
し
た
者
に

つ
い
て
学
校
長
が
選
抜
し
、
こ
の
被
選
抜
者
に
つ
い
て
口
頭
試
問
と
体
格
検
査
を
行

っ
て
入
学
者
を
決
定
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し
た
。

こ
の
選
抜
方
法
は
、
そ
の
後
若
干
の
変
更
は
あ

っ
た
が
、
大
正
十
五
年

(
一九二六)
の
入

学
者
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
た
。
同
年
四
月
二
十
九
日
入
学
式
を
挙
行
、
第

一
期
生
七
七
人
に
入
学

を
許
可
、
翌
々
五
月

一
日
か
ら
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
の
教
育
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。

奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
の
修
学
年
限
は
四
年
、
学
科
編
成
は
予
科
四
か
月
、
本
科
三
年
八

か
月
、
本
科
は
国
語
漢
文

・
地
理
歴
史

・
数
物
化
学

・
博
物
家
事
の
四
制

で
あ

っ
た
。

「婦
徳

ノ
涵
養
」

に
教
育

の
根
幹
を
お
き
、
師
範
学
校
と
同
じ
よ
う
に
全
寮
制
度
が
採
用
さ
れ
た
。

明

治

維

新

と

民

衆

教

育

c
+　

社
会
教
育
の
萌
芽

明
治
期

の
社
会
教
育
は
、
今
日
で
い
う
社
会
教
育
と
は
異
な
り
通
俗
教
育
11

民
衆
教
化
と
い
う
形
を
と

っ
た
。
維
新
期
に
み
ら
れ
た
石
門
心
学
に
基
づ

く
心
学
道
話
の
普
及
活
動
や
報
徳
社
に
よ
る
報
徳
思
想
普
及
の
た
め
の
巡
回
活
動
、
神
道
国
教
化
を
は
か
る
こ
と
に
よ

っ
て
民
衆
に
皇

道
思
想
を
普
及
す
る
と
い
う
大
教
宣
布
運
動
は
民
衆
教
化
と
い
う
意
味
で
は
社
会
教
育

の
萌
芽
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
こ
の

時
期
に
は
文
明
開
化
期
を
反
映
し
て
民
衆
啓
発
の
た
め
に
、
政
府
が
新
聞
縦
覧
所
の
設
置
を
奨
励
し
て
い
る
。
奈
良

で
も
、
明
治
五
年

(天
七二)
に
本
県
で
最
初
の
新
聞

『
日
新
記
聞
』
が
刊
行
さ
れ
、
山
辺
郡
長
柄
村
に
洽
聞
社
と
い
う

「
新
聞
展
読
所

」
が
設
置
さ
れ

て

い
る
が

(第
二
二
号
)
、
奈
良
町
の
新
聞
縦
覧
所

の
実
態
は
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
教
化
と
啓
発
は
表
裏

一
体

の
も
の
で
あ
る
が
、

上

か
ら
の
政
策
と
い
う
点
で
共
通
点
が
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

い

っ
ぽ
う
、
こ
れ
と
は
別
に
民
衆
の
自
発
的
な
学
習
の
動
き
が
み
ら
れ
た
。
と
く
に
明
治
五
年
の

「学
制
」

で
不
就
学
の
も
の
や
小
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学
校
を
修
了
し
た
も
の
で
も
さ
ら
に
向
学
心
の
あ
る
も
の
は
、
地
域

の
学
職
者
や
寺
僧

の
指
導
を
受
け
て
勉
学
に
励
ん
だ
。
た
と
え
ば
、

明
治
十
四
、
五
年
ご
ろ
、
添
上
郡
大
柳
生
村
円
成
寺

の
住
職

で
あ

っ
た
安
達
盛
雅
は
、
学
識
が
深
く
篤
学
の
士
で
あ

っ
た
の
で
、
向
学

心

に
燃
え
た
も
の
は
彼
の
も
と
で
学
ん
だ
と
い
う

(
『大
柳
生

村
史
』

)
。

こ
の
ほ
か
女
紅
場
も
社
会
教
育

の

一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
女
紅
場
は
の
ち
に
裁
縫
場
と
も
呼
ば
れ
、

一
五

歳
以
上
の
女
子
を
集
あ
、
裁
縫
や
養
蚕
な
ど
の
技
術
を
教
え
る
か
た
わ
ら
、
読
方

・
算
術

・
綴
方
な
ど
の
学
科
を
教
え
た
。
奈
良
で
は
、

明
治
八
年

(
一八豊
)
ご
ろ
に
東
城
戸
町
大
黒
社

の
東
隣
に
開
設
さ
れ
た
の
が
最
初
と
さ
れ
、

つ
い
で
大
豆
山
女
紅
場

が
設
け
ら
れ
た
。

同
十

一
年

(
天
七八)
六
月

に
は
東
城
戸
町
に
奈
良
女
紅
場
が
、
ま
た
同
年
十

一
月
に
は
東
笹
鉾
町
会
所
に
北
女
紅
場

が
設
立
さ
れ
、
大

豆
山
女
紅
場
は
廃
止
と
な

っ
た
。
翌
十
二
年
二
月
に
は
川

ノ
上
町
に
南
女
紅
場
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
女
紅
場

は
そ
の
後
明
治
十

五
年
か
ら
、
各
小
学
校
内

に
裁
縫
場
と
し
て
併
置
さ
れ
た
。

明
治
十
年
代
に
入
る
と
、
奈
良
町
周
辺
の
村
々
を
中
心
に
青
年
教
育
を
目
的
と
す
る
夜
学
会
が
設
立
ぎ
れ
、
学
校

夜

学

会

教
育

の
補
完
的
役
割
を
担

っ
た
。
巻
末
付
表
1
の
よ
う
に
、
最
も
早
い
事
例
と
し
て
は
、
明
治
十
三
年

(
一八八〇)

十
月
、
添
上
郡
西
九
条
村

の
市
川
直
徳
が
自
宅
を
開
放
し
て
夜
学
を
開
き
、
壮
丁
を
対
象
に
習
字
を
教
え
て
い
る
が
、
村
レ
ベ
ル
で
の

夜
学
会

の
設
立
と
な
る
と
も
う
少
し
後
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
十
七
年

(一八八四)
三
月
に
添
下
郡
西
大
寺
村
に
、
二
十
年

(
天
八七
)
九

月

に
同
郡
宝
来
村
と
平
松
村
に
そ
れ
ぞ
れ
夜
学
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
少
し
た

っ
て
三
十
年

(
一八九七)

一
月
、
添

下
郡
伏
見
村
菅
原

の
西
蓮
寺
に
青
年
夜
学
会
が
設
立
さ
れ
、
翌
三
十

一
年
に
は
添
上
郡
大
柳
生
村
で
各
校
区
に
壮
丁
夜
学
会
を
設
立
し
、

一
八
歳
以
上
二

一
歳
ま
で
の
徴
兵
男
子
を
対
象
に
修
身

・
国
語

・
算
数
の
夜
学
を
実
施
し
て
い
る
。

つ
い
で
、
同
年
九
月
十
日
に
は
、
添
上
郡
東
市
村
鹿
野
園
夜
学
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

添
上
郡
東
市
村
大
字
鹿
野
園
夜
学
会
設
立
御
届
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一
本
会
ハ
明
治
三
拾
壱
年
九
月
十
日
ヲ
以
テ
開
会
致
候
二
附
主
意
書
及
ビ
同
会
規
則
書
共
相
添
此
段
御
届
候
也

添
上
郡
東
市
村
大
字
鹿
野
園
夜
学
会
々
長

鹿
野
忠
蔵

明
治
三
拾
壱
年
九
月

添
上
郡
長

山
岸
鹿
雄
殿

(鹿
野
園
町

有
文
書

)

ま
ず
、
趣
意
書
に
よ
る
と
、
「抑
当
大
字

ハ
小
部
落

ニ
シ
テ

(中
略
)
未
ダ
教
育

二
従
事
ス
ル
モ
ノ
ヲ
見
ズ
、
為

二
我
ガ
大
字
壮
年

ハ

幼
童
ノ
頃
教
授
サ
レ
シ
モ
殆
ン
ド
忘
却
シ
、
甚
ダ
シ
キ

ニ
至
テ
ハ
文
盲

ノ
比
類
ナ
リ

(中
略
)
。
常

二
理
ヲ
論
ジ
書
ヲ
読
ミ
智
徳

ヲ
研
磨

セ
ザ
レ
バ
、
曾
テ
風
俗
ノ
矯
正
復
興
ナ
シ
難
シ
、
夫
レ
社
会

ヲ
目
撃

ス
レ
バ
時
勢

ハ
発
達
セ
シ
ニ
非
ズ
ヤ
、
然
ラ
バ
之

二
伴
ヒ
人
智
ヲ

進
歩
セ
シ
ム
ル
ハ
今
日
ノ
急
務
ナ
リ
」
と
そ
の
必
要
性
を
説

い
て
い
る
。

ま
た
こ
の
夜
学
会
は
、
大
字
の
壮
年

(学
齢
外

の
者

)
を
対
象
と
し
、
村

の
小
学
校
教
員
を
講
師
に
毎
夜
七
時
か
ら

一
〇
時
ま

で
温
習
会

(既
修
の
学
科

を
復
習
す
る
)
を
開
き
、
修
身

・
読
書

・
作
文

・
算
術
を
上

・
中

・
下
級
に
分
け
て
学
習
す
る
ほ
か
、
教
育

.
衛
生

.
風
俗

.
実
業

に
関

す

る
演
説

・
談
話

・
1111II
議
を
し
て
い
る
。
会
費
は
、
上
級
が

一
か
月

一
五
銭
、
中
級

一
〇
銭
、
下
級
五
銭
と
し
、
金
額
に
不
足
が
生

じ

た
場
合
は
大
字
の
協
議
費
か
ら
補
助
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
当
時
の
生
徒
数
は
四
〇
人

(尋
常
科
卒
業
以
上
の
者
二
二

人
、
不
就
学
の
者
一八
人

)
で
あ

っ
た

(轆
翻
邇
瀦
旃

騨
鑄

歛

騒

野
)。

そ
の
後
、
三
十
二
年

(
天
九九)
に
は
添
上
郡
帯
解
村
の
帯
解
尋
常
小
学
校
内
に
、
翌
三
十
三
年
に
は
生
駒
郡
平
城

村
秋
篠
に
、
三
十

四
年
に
は
同
村
歌
姫
と
添
上
郡
東
山
村
に
、
三
十
五
年
に
は
添
上
郡
東
市
村
と
い
う
よ
う
に
各
地
に
夜
学
会
が
設
立

さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
夜
学
会
の
ほ
か
に
、
通
俗
教
育
談
話
会
や
通
俗
教
育
会
、
通
俗
教
育
衛
生
談
話
会
、
通
俗
教
育
演
説
会
、
幻
灯
会
、
学
事

研
究
会
な
ど
が
十
年
代
後
半
か
ら
二
十
年
代
に
か
け
て
開
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
名
称
は
地
域
に
よ

っ
て
様
々
で
あ

っ
た

(表
34
)。
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表
34

明
治
二
十
年
の
幻
灯
会

・
教
育
衛
生
会

・
衛
生
談
話
会

・
農
事

談
話
会
な
ど
の
動
き

明
治
二
十

一
年
三
月

三
日

興
福
寺
事
務
所
で
平
田
添
上
郡
長
の
周

旋
に
よ
り
教
育
幻
灯
演
説
会
開
催

(『東
雲
』
三
月
七
日
付
)。

九
日

飛
鳥
小
学
校
で
教
育
幻
灯
演
説
会
開
催

(『東
雲
』
三
月
九
日
付
)。

九
月
二
十
日

奈
良
衛
生
組
長
お
よ
び
同
世
話
掛
等
が

発
起
人
と
な
っ
て
奈
良
私
立
衛
生
会
を

設
置
す
る
旨
を
届
け
出
る

(「
養
徳
』

九
月
二
十

一
日
付
)。

二
十
二
日

添
上
郡
西
九
条
村
尋
常
小
学
校
で
教
育

衛
生
勧
業
談
話
会
お
よ
び
幻
灯
会
開
催

(『養
徳
』
九
月
二
十
日
付
)。

三
十
日

添
上
郡
水
間
村
ほ
か
七
か
村
の
農
談
会

は
昨
日
開
催
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
都

合
で
来
る
三
十
日
に
延
期

(『養
徳
』

九
月
二
十
日
付
)。
添
下
郡
尼
ヶ
辻
村

甘
壌
小
学
校
で
同
郡
横
領
村
ほ
か
三
か

村
の
農
談
会
開
催

(『養
徳
』
九
月
二

十
九
日
付
)。

十
月

一
日

添
上
郡
大
柳
生
村
ほ
か
四
か
村
の
聯
合

農
談
会
開
催

(『養
徳
』
九
月
二
十
六

日
付
)。

1

添
下
郡
中
村
尋
常
小
学
校
で
こ
の
ほ
ど

教
育
衛
生
農
事
談
話
会
開
催

(『養
徳
』

十
月
十
七
日
付
)。

1

添
下
郡
尼
ヶ
辻
村
甘
壌
小
学
校
で
近
傍

の
有
志
者
を
集
め
、
毎
夜
学
事
研
究
お

よ
び
撃
剣
会
な
ど

の
夜

会
開

催

(
『
養

徳
』
十
月
十
九

日
付
)
。

十

四
日

奈
良
大
豆
山
戸
長
役
場

で
衛
生
談
話
会

開
催
、
恩
田
県
衛
生
課
長

の
演
説
あ
り

(『
養
徳
』
十
月
十
六

日
)
。

十
八

日

北
和
私
立
衛
生
談
話
会

(
明
治

一
五
年

創
設
)
は
総
会
を
開
き
、
同
会
を
解
散

し
、
各
地
域
ご
と

に
衛
生
会
を
組
織
す

る

こ
と

に
決
ま
る

(
『
養
徳

』

十
月

十

四
、
十
九

日
、
二
十
日
付
)
。

二
十

一
日

添
上
郡
丹
生
村
小
学
校

で
同
郡
柳
生
村

組
合
北
柳
農
談
会
を
開
催

(
『
養

徳
』

十
月
十
二

日
付
)
。

二
十
三
日

添
上
郡
須
川
尋
常
小
学
校

で
幻
灯
を
使

用
し

て
衛
生

・
教
育

・
勧
業

の
談
話
開

催

(
『
養
徳
』
十
月
二
十
四
日
付
)
。

ー

添
上
郡
砂
村
地
方

で
こ
の
ほ
ど
毎
夜
学

事
研
究
会
や
撃
剣
会
な
ど

の
夜
会
開
催

(
『
養
徳
』
十
月
二
十
四
日
付

)
。

二
十
七
日

添
上
郡
田
原
尋
常

小
学

校

で
上
教
育

幻

灯
会
開
催

(
『養

徳
』

十

月

二
十

六

日

付
)
。

十

一
月

三
日

添
下
郡
甘
壌
尋
常

小
学
校

で
近
傍

の
小

学
校

職
員
お
よ
び
地

元
の
有
志

ら
が
教

育
衛

生
農
事
上

の
談
話
会

開

催

(
『
養

徳
』

十
月
二
十
六
日
付
)
。

☆
こ
の
表
は
、
新
聞
史
料
の
制
約
も
あ
っ
て
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

206



第二章 奈良市の成立

実
業
補
習
学
校
が
明
確
に
規
定
さ
れ
る
の
は
明
治
二
十
年
代
か
ら
で
あ
る
。
す

で
に

「学
制
」

で
は

「諸
民
学
校
」

実

業
補
習
学
校

と
規
定
さ
れ
、
勤
労
青
少
年
の
た
め
の
学
校

で
あ

っ
た
が
、
学
制
頒
布
草
創
期
と
い
う
多
端
な
時
期
を
反
映
し
て

容
易
に
実
現
せ
ず
、
や
っ
と
明
治
二
十
三
年

(
天
九〇)
十
月

(瀬
齢
肛
)
の

「
小
学
校
令
」
改
正
で
規
定
さ
れ
た
が
、
名

称
の
み
掲
記
し

た
に
と
ど
ま

っ
た
。

つ
い
で
同
二
十
六
年

(穴
九三)
六
月
、
当
時
の
文
部
大
臣
井
上
毅
の
教
育
上
緊
急
に
改
良
を
要
す

る
方
策
に
基
づ

き
、
同
年
十

一
月
、
「実
業
補
習
学
校
規
定
」
(文
部
省
令

第
十
六
号
)
が
定
め
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
実
業
補
習
学
校
は

「実

業

二
従
事

セ
ン

ト

ス
ル
児
童

二
小
学
校
教
育
ノ
補
習
ト
同
時

二
簡
易
ナ
ル
方
法
ヲ
以
テ
其
ノ
職
業

二
要
ス
ル
知
識
技
術

ヲ
授
ク
ル
」

こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
、
入
学
資
格
は
尋
常
小
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
勤
労
青
少
年
で
、
教
科
は
修
身

・
読
書

・
習
字

・
美
術

.
実
業

に
関
す
る
科

目

と
し
、
修
業
年
限
は
三
年
以
内
で
日
曜
お
よ
び
夜
間
の
授
業
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
も
日
清
戦
争
後
の
資
本
主
義

の
飛
躍
的
な
発
展

は
、
産
業
界
の
要
請
も
あ

っ
て
実
業
補
習
教
育
を
い
っ
そ
う
押
し
進
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。

奈
良
県
で
も
、
明
治
三
十
年
代
に
入

っ
て
実
業
補
習
学
校
の
設
置
を
奨
励
し
た
が
、
奈
良
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
は
、

こ
の
時
期

に
実

業
補
習
学
校
や
農
業
補
習
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
る

(巻
末
付
表
1
)。

奈
良
で
は
、
同
三
十
六
年

(一九〇三)
九
月
に
、
済
美
尋
常
小
学
校
内
に
奈
良
市
立
済
美
実
業
補
習
学
校
が
設
立
さ
れ

た
。
同
校

「
規

則
」
に
よ
る
と
、

こ
の
学
校
は

「農
工
商
業

二
従
事

シ
又
ハ
従
事
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
簡
易
ナ
ル
方
法

二
依
リ
其
職
業

二
要
ス
ル
知
識

技
能
ヲ
授
ク
ル
ト
同
時

二
普
通
教
育

ノ
補
習
ヲ
ナ
ス
」

こ
と
を
目
的
と
し
て
修
身

・
国
語

・
算
術

・
農
工
商
業
に
関
す
る
科
目
を
午
後

五
時
か
ら
九
時
ま
で
の
夜
間
に
授
業
し
た

(
『奈
良
市
公
報
』
第
十
二
号
、
明

治
三
十
六
年
九
月
二
十
一日
発
行
)
。

つ
い
で
同
三
十
八
年
四
月
に
鼓
阪

.
飛
鳥

.
椿
井

.
朝
日
の

各
尋
常
高
等
小
学
校
内
に
も
実
業
補
習
学
校
が
併
置
さ
れ
た
が

(『奈
良
市
告
示

第
十
一号

』)
、
同
四
十
年
に

「小
学
校
令
」
の
改

正
が
あ

っ
て
義
務

教
育
の
年
限
が
四
年
か
ら
六
年
に
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
う
生
徒
数
の
増
加
に
よ

っ
て
教
場
が
狭
く
な

っ
た
こ
と
や
市
の
財
政
事

情

の
悪
化
な
ど
の
理
由
か
ら
、
こ
れ
ら
の
実
業
補
習
学
校
は
同
四
十

一
年
三
月

に
廃
止

の
や
む
な
き
に
い
た

っ
た
。

207



こ
れ
よ
り
さ
き
同
三
十
七
年

(一九〇四)
六
月
、
市
内
登
大
路
町
に
市
立
奈
良
商
業
学
校
が
設
立
さ
れ
た

(顰
醗

粽
』)
。
同
校

「
学

則
」

に
は
、
「商
業
学
校
規
程
乙
種
ノ
程
度

二
従
ヒ
、
将
来
商
業

二
従
事
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ノ
為
メ

ニ
商
業
上

ノ
知
識
技
能

ヲ
授
ク
ル
」

こ
と
を
目
的

に
、
修
業
年
限
三
年
、
定
員
二
〇
〇
人
と
し
、
学
科
目
は
修
身

・
読
書

・
習
字

・
作
文

・
数
学

・
地
理

・
理
科

・
商
事
要

項

・
簿
記

・
商
品

・
英
語

・
体
操

で
あ

っ
た

(『奈
良
市
公
報

第
二
十
九
号
』)。
そ
の
後
こ
の
学
校
は
、
同
三
十
九
年
六
月
に
大
豆
山

突
抜
町
に
移
転
し

(舞

口示
』)、
同
四
十

一
年
十
月
に
廃
止
と
な

っ
た

(靆
跟
姉
競
小』)。

ま
た
女
子
教
育
の
機
関
と
し
て
、
同
三
十
八
年
五
月
、
市
内
登
大
路
町
の
奈
良
高
等
小
学
校
内
に
市
立
奈
良
女
子
職
業
学
校
が
設
立

さ
れ
た

(癖

口示
』)
。
同
校

「
学
則
」

に
は
、
「徒
弟
学
校
規
程

二
拠
リ
女
子
ノ
職
業

二
須
要
ナ
ル
智
識
及
技
芸

ヲ
授
ケ
能
ク
自
営

ノ

道

ヲ
立

ツ
ル
ニ
足

ル
ヘ
キ
教
育

ヲ
施

ス
所
ト
ス
」
と
し
、
修
業
年
限
三
年
の
本
科
と

一
年
の
補
習
科
の
ほ
か
裁
縫
部

・
造
花
部

・
刺
繍

部

・
割
烹
部
か
ら
な
る
撰
科
が
お
か
れ
た
。
定
員
は
本
科
お
よ
び
補
習
科
が

一
五
〇
人
、
撰
科
が
五
〇
人
で
、
本
科

の
科
目
は
修
身

・

裁
縫

・
造
花

・
刺
繍

・
割
烹

・
家
事

・
国
語

・
数
学

・
図
画

・
体
操
で
あ
り
、
補
習
科
は
修
身

・
図
画

・
体
操

・
家
事
の
ほ
か
裁
縫

・

造
花

・
刺
繍
の
な
か
か
ら

一
科
目
か
二
科
目
を
選
ぶ
こ
と
と
し
て
い
る

(『奈
良
市
告
示

第
十
六
号

』)
。
そ
の
後
、

四
十
三
年

(
一九
δ
)
四
月
に
奈
良

第

二
尋
常
小
学
校
に
付
設
さ
れ
た
が
、
翌
四
十
四
年

(
一九
二
)
三
月
に
廃
止
と
な
り

(輦

竃

口示
』)
、

こ
れ
に
代
わ

っ
て
翌
四
月
か
ら

市
内
陰
陽
町
の
元
第
二
尋
常
小
学
校
済
美
校
舎
跡
に
市
立
奈
良
実
科
高
等
女
学
校
を
設
立
し
た

(『奈
良
市
告
示

第
十
一号

』)
。

い
っ
ぽ
う
、
周
辺
部
の
農
村
で
は
夜
学
会
を
基
礎
に
し
た
実
業
補
習
学
校
、
と
く
に
農
業
補
習
学
校
に
発
展
し

た
例

が
多
か

っ
た

(巻
末
付
表
1
)。
表
35
は
、
明
治
三
十
八
年
度
の
奈
良
周
辺
の
村
々
の
補
習
教
育

の
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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表35明 治38年度 添上郡小学校補習教育成績取調書

名 称 学校又は開設地名 教 科 目 生徒数

須 川 裁 縫 学 校 束 里 村 須 川 高 等 小 学 校 修身、国語、算術、裁縫
人30

須 川 農 業 補 習 学 校 〃 修身、国語、算術、農業 21

鳴 川 農 業 補 習 学 校 鳴 川 尋 常 小 学 校 〃 37

佐 保 農 業 補 習 学 校 佐保村佐保尋常高等小学校 修身、算術、作 文、習字、農業 24

大安寺農業補 習学 校 大安寺村大安寺尋常高等小学校 修身、国語、算術、農業 43
〃 上八 条分 校 大 安 寺 村 大 字 八 条 〃 io

〃 上柏 木分 校 〃 柏 木 〃 13

大 安 寺 裁 縫 学 校 "大 安 寺 修身、算術、 国語、裁縫、作法 32

明 治 農 業 補 習 学 校 明 治 村 明 治 尋 常 小 学 校 修身、国語、算術、農業 40

青 年 夜 学 会 柳 生 村 柳 生 尋 常 小 学 校 修身、国語、算術 29

柳 生 村 青 年 夜 学 会 〃 丹 生 尋 常 小 学 校 歴史、地理、農業、算術 20

大保高等小学校補習科 〃 大 保 高 等 小 学 校 修身、国語、算 術、農業 、体操 12

大 保 裁 縫 学 校 〃 〃 修身、国語、裁縫 63

帯 解 農 業 補 習 学 校 帯解 村帯 解尋常 小 学 校 修身、国語、算術、歴史 54

帯 解 裁 縫 学 校 〃 帯 解 高 等 小 学 校 修身、国語、裁 縫、体操 、算術 23

田 原 農 業 補 習 学 校 田原村田原尋常高等小 学校 修身、国語、算 術、地 理、歴史 本19

体操、農業 別53

田 原 裁 縫 学 校 〃 修身、裁縫、家事、国語 外3科 目 74

東 市 農 業 補 習 学 校 東市 村東 市尋常 小 学 校 修身、国語、算術、農業 72

狭 川 農 業 補 習 学 校 狭 川 村 狭 川 尋 常 小 学 校 〃 14

精 華 農 業 補 習 学 校 五 ケ谷村精華尋常高等小学校 修身、国語、算術、農業 45

精 華 裁 縫 学 校
/
J〃 修身、裁縫 27

阪 原 農 業 補 習 学 校 大柳生村阪原尋常小学校 修身、国語、算術、農業 24

大 柳 生 農 業 補 習 学 校 〃 大柳生 尋常小学校 〃 27

忍 辱 山 農 業 補 習 学 校 〃 忍辱山尋常小学校 〃 18

大.,尾 農 業 補 習 学 校 〃 大平尾 尋常小学校 〃 6

辰 市 農 業 補 習 学 校 辰市村辰市尋常高等小学校 〃 32

東山尋常高等小学校補習科 東山村東山尋常高等小 学校 〃 8

東 山 農 業 補 習 学 校 〃 農業、修身、算術、国語 48

東 山 裁 縫 学 校 〃 修身、裁縫、唱歌、国語 外4科 目 57

水 間 農 業 補 習 学 校 "水 間 尋 常 小 学 校 農業、修身、国語、算術 31

富 雄 夜 学 会 富雄村富雄尋常高等小学校 国語、算術、農業 80

富 雄 女 子 裁 縫 学 校 〃 修身、国語、算術、裁縫 44

二 名 農 業 補 習 学 校 〃 二名尋常高等小 学校 修身、国語、算術、農業 so

平 城 農 業 補 習 学 校 平 城 村 大 字 秋 篠 〃 251

甘 壌 実 業 補 習 学 校 都跡村甘壌尋常高等小学校 〃 52

西 ノ京 実 業 補 習 学 校 〃 西京尋常高等小 学校 〃 48

佐 紀 実 業 補 習 学 校 〃 佐紀尋常高等小 学校 〃 82

宝 来 実 業 補 習 学 校 伏 見 村 大 字 宝 来 〃 36

平 松 実 業 補 習 学 校 〃 平 松 〃 30

菅 原 農 業 補 習 学 校 〃 菅 原 〃 23

『奈良県報』第1214号(明 治39年7月24日 付)を もとに作成。
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明
治
二
十
年

(穴
八七)
ご
ろ
に
な
る
と
、
全
国
各
地
で
夜
学
会
を
中
心
と
す
る
青
年
会
が
設
立

さ
れ
る
動
き
が
出

て
き
た
。
こ
れ
ら
の
青
年
会
は
、
維
新
以
後
も
根
強
く
残

っ
て
い
た
若
者
組

・
若
連
中

・
若
衆

な
ど
の
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
新
し
い
支
配
の
も
と
に
再
編
さ
れ
た
も
の
で
、
多
く
の
青
年
会
で
は
、
旧
慣
的
な
悪
弊
を
否
定
す
る
た
め
に

「風
紀
の
改
善
」

を
第

一
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
。

こ
れ
ら
の
青
年
会
が
生
ま
れ
た
背
景
の

一
つ
は
、
青
年
層
に
お
け
る
学
習
要
求
の
高
ま
り
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
青
年
夜
学
会
の
成

立

で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
当
時
の
農
村
の
危
機
的
状
況
で
あ

っ
て
、
「
風
紀

の
改
善
」
「悪
習
の
矯
正
」
「村
治

の
基
礎
作
り
」
な
ど

は
青
年
教
育
を
通
じ
て
農
村

の
再
建
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

奈
良
に
お
け
る
青
年
会
の
設
立
と
な
る
と
、
管
見
の
限
り
で
は
、
明
治
二
十
四
年

(穴
九
一)
二
月
に
第
二
尋
常
小

学
校
済
美
仮
教
場

内

に
設
置
さ
れ
た
済
美
同
窓
会
が
最
初

で
あ
り
、

つ
い
で
同
二
十
六
年
九
月
に

「青
年
の
団
結
を
謀
り
将
来
有
為
の
気
風
を
養
成
」
す

る
た
め
に
奈
良
第
三
区
青
年
有
為
会
が
結
成
さ
れ
、
鳴
川
の
徳
融
寺
で
発
会
式
が
開
か
れ
て
い
る

(
「近
畿
自
由
』
明
治
二
十

六
年
九
月
六
日
・七
日
付
)。

翌
二
十
七
年

(
穴
九四)
に
は
、
奈
良
町
周
辺
に
あ
た
る
帯
解
村
の
田
中

・
池
田

・
柴
屋

・
窪
之
庄

・
山

・
今
市
な
ど
の
各
大
字
で
は
、

日
清
戦
争
に
対
す
る

「
村
民
士
気
ノ
鼓
舞
及
軍
人
家
族

ノ
援
助
」
な
ど
を
目
的
に
、
青
年
会
を
組
織
し
た

(
『奈
良
県
添
上
郡
帯

解
村
青
年
会
々
誌
』
)。

の
ち
の

帯
解
村
青
年
会
の
前
身
で
あ
る
。

明
治
三
十
年
代
に
入
る
と
、
ま
ず
、
同
三
十
年

(
一八九七)
二
月
、
奈
良
高
等
小
学
校
内
に
桜
友
会
が
、
同
三
十
三
年
五
月

に
第
三
尋

常
小
学
校
内
に
鼓
阪
同
窓
会
が
、

つ
い
で
同
三
十
六
年
九
月
、
南
半
田
東
町
に
以
文
会
が
、
同
三
十
九
年

一
月
、
第

一
尋
常
小
学
校
内

に
椿
友
会
が
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

「
小
学
校
同
窓
会
」
と
い
う
形
で
の
地
域
青
年
団
体
の
結
成
は
こ
の
時
期
に
全
国
的

に
み
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
奈
良
市
周
辺
部
で
は
、
明
治
三
十

一
年
に
辰
市
村
青
年
団
東
九
条
支
会
、
翌
三
十
二
年
三
月
に
北
永
井
青
年

崇
道
会
、
同
三
十
四
年
に
白
毫
寺
青
年
団
が
設
立
さ
れ
た
。

青

年

会

か

ら

青

年

団
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い
っ
ぽ
う
、
日
露
戦
争

を
契
機
に
、
地
方
改
良
運

動

の

一
環
と
し
て
文
部

・

内
務
両
省
が
青
年
団
の
育

成
を
は
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
全
国
的
に
青
年
団
の
増

加
が
み
ら
れ
た
が
、
奈
良

市

の
状
況
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。

『奈
良
県
青
年
会

事
業
概
要
』

(明
治
四

十
三
年
)

に

よ
る
と
、
市
内
に
は
、
以

文
会

(五
〇
人

)
、
済
美
同
窓

会

(二
六
四
人
)
、
鼓
阪
同
窓
会

(
=
二
〇
人
)、
桜
友
会

(薙
κ
)
、

椿
友
会

(
一五
七
人
)
、
仏
教
同

志
青
年
会

(二
〇
人

)
、
同
志

修
弁
会

(二
七
人

)
、
奈
良
漆

工
青
年
会

(三
〇
人

)

の
八

表
36

青
年
団
体
の
現
状
概
要

都
市
名

年齢

事

業

区

域

指

導

者

財

産

及

経費ノ出所

補習

教酳辮ノ

修

養

奈

良

十
五歳以上

二十五歳乃至三十歳以下ヲ通例トス

鏤 補
習教

育、

小学

生
二

商品

授与

、

講演会、旅行遠足、文庫、教育者優待、体育奨励、就学奨励、風紀改善、
トラホーム治療、清潔整頓奨励、裁縫場、消防、共同湯屋経営、同展覧会

一

部又ハ就学区域
ヲ単位トK

全

補習

学校入学同出席督励

補習

教育

、

講演会、旅往遠足
、体育督励

添

上

補
習学

校出

席奨

励、

夜学

、

試作

田、共同購入、道路ノ修理、害虫駆除、図書縦覧所、見学旅行、荒、風紀改善、貯金奨励、講演会、談話会、消防組、共同理髪、共有林ノ手入、藁細工、神社墓地掃除、納税督励、巡回文庫、軍人慰問
、肥料配合、在営軍人家事手伝、植林、種子配付交換、会館建築、撃剣、相撲、器械体操、塩水撰、麦奴予防、密告箱、巻煙草禁止、時間励行、旌表、夜遊ノ矯正

町村

ヲ単位トナシ大字ヲ支会トナK

小学

校長

又ハ訓導ヲ以テ指導者トス稀ニハ宗教家、大字区総代ヲ指導者トナセルモノァリ又会員中ノ有力者之二当ル向アリ

辞
猿

概
ネ
其
ノ
団
体員ノ勤労収益二依ルヲ例トス即チ夜間共同藁細工耕作田畑収益、道路修理ノ労銀ヲ以テ財産ヲ積立テ又ハ経費

ヲ支フ、中ニハ寄附金又ハ会費ヲ徴収シテ補足セルアリ

補
習
学校入学及出席奨励

図
書
縦
覧、

文庫
丶談話会、夜学、学術講演会、】部二於テ撃剣、相撲ヲナス、旅行、器械体操

生

駒

図書

縦覧

所、

講話

会、

銃
剣術

、

器械体操、道路掃除、道路障害木切取、会場取締、高齢者優待、風紀改善、勤労貯金、試作田、害虫駆除、麦奴予防、労力供給請負、消防、入退営軍人送迎並在隊者慰問、応召軍人家事手伝、見学旅行、補習学校入学、児童出席奨励、藁細工、肥料配合、種子精選、納税督励、土壌改良、燻炭肥料製造、耕地整理、塩水撰、養鯉鮒、夜学、時間励行、礼節遵奉、孤独慰撫

全

△亠

補
習
学校入学

図書

縦
覧、

通
俗講話会、体育奨励、(器械体操、銃剣術、旅行)

『奈
良
県
行
政
文
書

都
市
長
訓
示
項
』
を
も
と
に
作
成
。
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つ
の
青
年
会
が
あ
る
が

(巻
末
付
表
2
)、
椿
友
会
な
ど
四

つ
は
、
市
内
各
小
学
校
の
同
窓
会
を
母
体
と
す
る
も
の
で
、
補
習
学
校

の
設

立
や
講
演
会

・
旅
行
の
開
催
な
ど
が
主
な
活
動
で
あ
り
、
奈
良
漆
工
青
年
会
は
、
明
治
四
十
三
年

(一九
一〇)
八
月
に
玉
井
徳
松

.
北
村

久

一
な
ど
が
漆
工
青
年
家
を
集
め
て
組
織
し
た
も
の
で
、
漆
工
器
研
究
会

(毎
月一回
)
や
展
覧
会
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
仏
教
同
志
青
年
会

は
風
紀
改
善

・
講
和

・
窮
民
救
助
を
主
な
事
業
と
し
た
。
表
36
は
、
当
該
期
に
お
け
る
こ
れ
ら
青
年
団
の
活
動
状
況
を
市
内
と
そ
の
周

辺
郡
部
に
分
け
て
特
徴
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
大
正
四
年

(一九
蓋
)
八
月
調
査
の

『奈
良
市
風
俗
誌
』
で
は
、
以
文
会
と
同
志
修
弁
会
が
姿
を
消
し
、
新

た
に
東
之
阪
青
年

会

や
西
之
阪
青
年
会
の
名
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
青
年
会
は
、
畑
中
青
年
会

(仏
教
同
志
青

年
会
の
後
身
)
と
と
も

に
風
紀
刷
新

や
親
睦
が
活
動

の
中
心
で
あ

っ
た
。

こ
の
ほ
か
市
内
周
辺
部
の
状
況
は
巻
末
付
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
帯
解
村
青
年
会
は
、
そ
れ
ま

で
各
大
字
に
あ

っ
た

青
年
団
が
明
治
四
十
年

(一九〇七)
に
統
合
さ
れ
た
も
の
で
、
各
大
字
に
九

つ
の
支
部
が
お
か
れ
た
。
会
員
数
は
二
四

二
人

で
、
事
業
目

的

と
し
て
①
風
儀
改
善

②
智
徳
ノ
修
業

③
勤
倹
ノ
風
習
養
成

④
会
務
ノ
進
捗
発
展
を
あ
げ
、
具
体
的
に
は
、
①
は
密
告
箱
設
置

や
通
俗
講
話
会
開
催
、
②
は
図
書
縦
覧
所
設
置
や
旅
行
の
奨
励

・
農
業
補
習
学
校
出
席

・
善
行
者
表
彰

・
総
集
会
開
催

.
公
共
事
業
慈

善
事
業
斡
旋
な
ど
、
③
は
夜
閑
作
業
や
支
部
試
作
田
設
置

・
労
働
作
業
な
ど
、
④
は
基
本
財
産
蓄
積
な
ど
の
事
業
が
行
わ
れ
た

(馬
滌
娘

轢
粛
璧
繋
)。

ま
た
田
原
校
友
会
は
、
明
治
四
十
年
九
月
、
田
原
尋
常
高
等
小
学
校
長
奥
西
徳
治
郎
の
尽
力
や
卒
業
生
有
志
の
努
力
で
設
立
さ
れ
た
。

「
田
原
校
友
会
規
則
」
に
よ
る
と
、
「会
員
相
互
ノ
友
情

ヲ
温
メ
智
徳

ヲ
修
養
シ
社

ノ
福
利

ヲ
増
進
セ
シ
ム
ル
」
こ
と
を
目
的
と
し
、
①

学
術
ノ
研
究

②
心
身
修
養

③
風
俗
ノ
改
良

④
実
業
発
展

⑤
勤
倹
力
行

⑥
公
共
的
事
業

ノ
尽
力
を
そ
の
事
業
と
し
て
あ
げ

て
い
る
が
、
当
初
の
会
員
は
明
治
三
十
四
～
四
十
年
の
高
等
科
卒
業
生

の
有
志
六
〇
人
余

で
、
心
身

の
修
養

.
定
期
総
集
会

の
開
催
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(
畔
二
)

・
校
友
会
報
の
発
刊

・
野
菜
品
評
会
の
開
催

・
優
良
青
年
団
の
視
察
な
ど
が
主
な
活
動
で
あ

っ
た

(一覇
源
喫
羅
団
暾
杷
仁
杓
璃
)
。

こ
の
会
結
成
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の

一
人
西
上
弥
太
郎
は
、

奥
西
小
学
校
長
先
生
当
時
に
て
、
小
学
校
を
終
え
た
児
童
が
即
ち
若
衆
と
呼
ば
れ
、
何
事
も
悪
い
事
を
し
て
で
も
勝
て
ば
偉
い
と
云
っ
て
強
い
も

の
は
あ
く
迄
も
偉
さ
を
誇
り
、
(中
略
)
全
く
強
者
弱
食
の
悪
弊
が
生
れ
ん
と
し
た
、
そ
の
時
小
学
校
長
の
奥
西
先
生
が
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
云

う
事
で
こ
れ
が
信
念
を
和
げ
こ
の
心
を
文
芸
に
依
っ
て
進
展
さ
せ
、

一
方
心
の
修
養
を
な
さ
ん
が
為
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
当
時
を
回
想
し
て
い
る
が
、
(前
掲
『田
原
村
青
年
団

史
』

八
四
～
八
五
警
)
、
こ
の
田
原
村
に
お
い
て
も
、
伝
統
的
な
若
者
集
団
で
あ
る

「
若
衆
」

の
特
権
的
な

地
位
が
村
落
内
部
で
相
対
的
に
く
ず
れ

つ
つ
あ
る
な
か
で
、
な
お
旧
慣
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
若
者
に
対
し
、
大
人

た
ち
に
よ
る
新
た

な
原
理
に
基
づ
く
若
者
再
編
の
試
み
が
、
当
時
、
中
央
レ
ベ
ル
で
推
進
さ
れ
て
い
た
地
方
改
良
運
動

の
動
き
と
あ
い
ま

っ
て
小
学
校
教

員
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る

(福
西
信
幸
「戦
前
農
村
社
会
教
育
と
女
子
青
年
集
団

花
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
三
号
、
一九
八
八
年
」
『渉
。
そ
の
後
、
こ
の
田
原
校
友
会
は
、
同
四
十
三
年
五

月

に
田
原
村
青
年
団
と
改
称
さ
れ
た
。

図
書
館
は
、
博
物
館
と
と
も
に
重
要
な
社
会
教
育
施
設
の

一
つ
で
あ
る
。

図
書
館
に
関
す
る
法
規
は
、
明
治
十

二
年

(
天
七九)
九
月
の

「
教
育
令
」
(鰍
嗽
棺
箜
口)
で

「全
国
ノ
教
育
事
務

ハ
文
部
卿
之

ヲ
統
摂

ス
、
故

二
学
校
幼

稚
園
書
籍
館
等

ハ
公
立
私
立
ノ
別
ナ
ク
皆
文
部
卿

ノ
監
督
内

ニ
ア
ル
ヘ
シ
」
と
書
籍
館
に

つ
い
て
の
最
初
の
記
載
が
あ
る
が
、
単
独
法

と
し
て
は
、
同
三
十
二
年

(
一八究
)
十

一
月

の

「
図
書
館
令
」
(勳
聆
聯
四
)
が
最
初
の
法
規
で
あ
る
。

こ
の
法
律

に
よ

っ
て
、

図
書
館

は

「図
書

ヲ
蒐
集
シ
公
衆
ノ
閲
覧

二
供
」
す
る
施
設
と
位
置
づ
け
、
地
方
公
共
団
体
は
も
と
よ
り
、
私
人

の
設
置

・
廃
止

の
認
可
、
職
員

の
待
遇
、
閲
覧
料
な
ど
を
規
定
し
た
。

当
時
、
県
内
の
図
書
館
は
ほ
と
ん
ど
み
る
べ
き
も
の
が
な
く
、
わ
ず
か
に
市
内
に
私
立
石
崎
文
庫
が
あ
っ
た
だ
け
で
公
立
図
書
館

は
な

く
、
全
県
的
に
み
て
も
翌
三
十
三
年

(一九〇〇)
に
最
初
の
公
立
図
書
館
で
あ
る
宇
智
郡
立
図
書
館
が
設
置
さ
れ
る
と
い
う
有
様
で
あ

っ
た
。

石
崎
文
庫
と
県

立
奈
良
図
書
館
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私
立
石
崎
文
庫
は
、
明
治
二
十
三
年

(天
九〇)
十
二
月
六
日
に
奈
良
県
知
事
か
ら
認
可
さ
れ

(
鑛

」)
、
添

上
郡
奈
良
町
大
字

後
藤

一
五
番
地

の
石
崎
勝
蔵
宅
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
二
十
四
年
二
月
、
開
庫
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
橋
井
善
二
郎

・
中
村
雅
真

ら
町
内

の
知
名
士
多
数
が
参
加
し
た
と
い
う

(
『大
阪
府
立
図
書
館
石

碕
文
庫
目
録
』
解
題

)
。
文
庫
開
設
後
ま
も
な
く
、
石
崎
家
は
高
畑
町

一
一
一
六
番
地
の
元

興
福
寺
塔
頭
成
身
院
跡

に
居
宅
を
移
し
た
の
に
と
も
な
い
、
文
庫
も
移
転
し
た

(
「奈
良
県
指
令
」
第
二
二
七
七
号

明
治
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日
付
)。

文
庫
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
「私
立
石
崎
文
庫
規
則
」
(全
一
二
条
)
に
詳
し
い
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
文
庫
は
、
月
曜

・
祝
祭
日
を
除
く

毎

日
午
前
八
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

(五
月
～
九
月
は
午
前

七
時
～
午
後
四
時

)
開
館
し
て
お
り
、
庫
外
貸
出
し
は
や
っ
て
い
な

い
も

の
の
、

閲
覧
は
す

べ
て

無
料
で
、
誰
に
で
も
開
放
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、

こ
こ
に
創
設
者
石
崎
勝
蔵
の
す
ぐ
れ
た
先
見
性
を
み
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

創
設
当
初
の
蔵
書
は
五
六
四
部
と
な

っ
て
い
る

(
「文
部
省
第
十
八
年

報
』
明
治
二
十
三
年
)
が
、
石
崎
家
が
代
々
医
を
家
業
と
し

て
い
て
創
設
者

の
勝
蔵
も

漢
方
医
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
医
学
関
係
書
が
圧
倒
的

に
多
く
、
ほ
か
に
大
和
関
係
の
資
料
が
比
較
的
ま
と
ま

っ
て
い
る

(脳
臟
蹌
蛄
灘
靴

訂
轟
鰭
鷲
懿
葛
髀
滅蠶

健
髭
蘚
諂
驤

.)。

ち
な
み
に
私
立
石
崎
文
庫
は
創
設
者
の
石
崎
勝
蔵
の
孫
直
矢
が
文
庫
長

の
時

に
廃
館
を
決
意
し
、
昭
和
二
十
三
年

(
一九四八
)
四
月
五

日
に
奈
良
県
知
事
に
よ
っ
て
廃
館
が
認
可

(「奈
良
県
指
令

社
教
第
一号
」)
さ
れ
、
創
設
以
来
六
九
年

に
及
ぶ
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。

そ
の
後
、
蔵
書
は

大
阪
府
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
「石
崎
文
庫
」
と
し
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

私
立
石
崎
文
庫
創
設
以
後
、
東
大
寺
で
は
、
三
宅
英
慶
ら
の
主
唱
に
よ
り
明
治
三
十
六
年

(一九〇三)
に
雑
司
町
に
私
立
南
都
仏
教
図

書
館
を
設
立
し
、
同
寺
に
伝
え
ら
れ
た
重
要
な
諸
文
献
を
公
開
し
た
。

こ
の
図
書
館
は
、

こ
の
後
大
正
九
年

(一空
O
)
に
東
大
寺
本
坊

西
側
に
移
さ
れ
、
東
大
寺
図
書
館
と
改
称
さ
れ
る
。

し
か
し
、
公
立
図
書
館
と
な
る
と
、
明
治
四
十
二
年

(
一九〇九)
十

一
月
に
開
館
の
奈
良
県
立
戦
捷
紀
念
図
書
館

(蝴
糴
齣
齶
齦
鰈
)
を
待

た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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こ
の
図
書
館
は
、
当
時
の
県
知
事
河
野
忠
三
が
同
三
十
八
年

(一九呈
)
十
二
月
の
通
常
県
会
に
日
露
戦
捷
記
念
事
業

の

一
つ
と
し
て

図
書
館
建
設
計
画
案
を
提
案
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。

こ
の
計
画
案
と
い
う
の
は
、
建
設
場
所
を
市
内
登
大
路
町
四
五
番
地
の
興
福
寺
境
内
を
無
償
借
地
す
る
こ
と
と

し
、

そ
の
目
的

は

「新

旧
図
書
を
備
付
し
、
広
く
衆
人
に
縦
覧
せ
し
め
、
以
て
文
化
の
開
発
に
資
し
、
尚
戦
病
死
者

の
肖
像
遺
物
履
歴
等
を
陳
列
保
存
し
、

又
古
文
書
を
蒐
集
し
て
其
散
逸
を
防
か
ん
と
す
」
(三
十
八
年
十
一月
一

日
県
会
提
出
議
案

)
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
ま
た
予
算
は
明
治
三
十
九
年

(
一九〇六)

度

か
ら
四
十

一
年
度
ま
で
の
三
か
年
継
続
と
し
、
総
額
二
万
九
八
七
七
円
二
五
銭
、
建
築
は
県
技
師
橋
本
卯
兵
衛
の
設
計
に
よ
る
木
造

二
階
建

て
で
、
外
観
は
和
風
、
内
部
は
洋
風
と
い
う
和
洋
折
衷
を
取
り
入
れ
、
総
面
積
、
約
六
七
〇
平
方
層
で
あ

っ
た
。
収
容
人
員
は

一
七
四
人
、
書
庫
は
耐
火
煉
瓦
造
二
階
建
て
で
、
五
万
冊
収
容
可
能
と
い
う
内
容
で
あ

っ
た

(
『奈
良
県
立
図

書
館
小
史
』

)。

こ
の
計
画
案
は
、
同
月
二
十
六
日
に
議
決
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
受
け
て
県
で
は
、
同
日
付
で
各
郡
市
長
宛
に
県
立
図
書
館
設
置
を
通

知
す
る
い

っ
ぽ
う
、
文
部
大
臣
宛
に
設
置
申
請
書
を
提
出
し
、
翌
三
十
九
年
二
月
二
十
三
日
付
で
設
置
が
認
可
さ
れ
た

(鸛
縣
鰕
螺
漸
瀲
彎

。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
い
た
る
ま
で
に
は
い
ろ
い
ろ
と
い
き
さ
つ
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。
ま
ず
、
図
書
館
の
建
設
そ
の
も
の
に
は
県
会

で

反
対
す
る
も
の
は
い
な
か

っ
た
が
、
日
露
戦
争
後
の
財
政
多
端
な
お
り
か
ら
少
し
で
も
費
用
を
節
約
す
る
た
め
に
、

当
時
の
高
市
郡
立

教
育
博
物
館
の
敷
地
建
物

一
切
を
県
立
図
書
館
に
充
て
よ
う
と
い
う
動
き
が
み
ら
れ
、
三
谷
元
太
郎

・
鍵
田
忠
治
郎

ら

一
部

の
有
志
議

員
か
ら

「高
市
郡
立
教
育
博
物
館

二
関
ス
ル
建
議
」
(明
治
三
十
八
年

十
二
月
十
四
日
)
が
出
さ
れ
て
い
る
し
、
建
物
を
洋
風
に
す
る
か
和
風

に
す
る
か

で

県
内
部
で
議
論
が
あ

っ
た
し

(
『新
大
和
』
明
治
三
十

五
年
五
月
二
十
日
付

)、
興
福
寺
の
土
地
を
無
償
借
地
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
問
題
が
な

か

っ
た
わ
け
で
も

な

い

(
『大
和
』
明
治
四
十

年
一月
十
五
日
付

)。
ま
た
閲
覧
者
か
ら
入
館
料
を
徴
収
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
議
論
が
あ

っ
た
が
、
結
局
徴
収
し
な
い
こ
と
に
な

っ

た
と
い
う

(
『大
和
』
明
治
四
十
二

年
十
月
二
十
七
日
付

)。

さ
て
、
工
事
は
順
調
に
進
み
、
同
四
十

一
年
十
月
三
十
日
に
完
工
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
年

の
十

一
月
、
陸
軍
特
別
大
演
習
が
行
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わ
れ
、
本
館
が
軍
の
統
監
部
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
て
開
館
が
遅
れ
、

一
年
後
の
翌
四
十
二
年
十

一
月

一
日
、
開
館
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
開
館
式
に
は
青
木
良
雄
県
知
事
や
当
時
の
県
会
議
員

・
木

本
奈
良
市
長
の
ほ
か
、
水
木
要
太
郎

・
天
沼
俊

一
・
野
尻
女
子
高
等
師
範
学
校
長
な
ど
の
学
識
経
験
者

や
知
名
人
約
三
〇
人
が
出
席
し
た
。
そ
し
て
翌
二
日
か
ら

一
般
利
用
者
に
対
す
る
閲
覧
が
開
始
さ
れ
た
。

こ
れ
よ
り
さ
き
、
同
四
十
二
年
五
月
十
八
日
付
で
初
代
館
長
事
務
取
扱
に
内
務
部
長
小
原
新
三
が
任

命

さ
れ
、

つ
い
で
規
則
や
職
制

・
職
務
規
定
が
定
め
ら
れ
た
ほ
か
、
天
沼
俊

一
な
ど
七
人
に
評
議
員
を

委
嘱
し
た
。

こ
の
う
ち
、
図
書
館
の
運
営
全
般
に
つ
い
て
は

「
奈
良
県
立
戦
捷
紀
念
図
書
館
規
則
」

(
「奈
良
県
令
」
第
二
五
号

明

治
四
十
二
年
五
月
二
十
五
日
付
)
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「公
衆
の
閲
覧
に
供
す
」
と
い
っ
て
も
、
図
書

の
館
外
貸
出
し
の
資
格
は
厳
し
く
、
直
接
国
税
三
円
以
上
納
め
る
者
や
、
官
公
吏
お
よ
び
官
公
立
学
校

職
員

に
限
ら
れ
て
い
た
。

ち
な
み
に
、
翌
四
十
三
年
度

の
蔵
書
冊
数
は

一
万
二
八
六
六
冊

(う
ち
洋
書

二
=
二冊
)、

閲
覧
者
数
は

一
万
八

五
二
五
人

で
あ

っ
た

(
『奈
良
県

統
計
書
』
)
。

そ
の
後
、
大
正
十
二
年

(一九一三
)
四
月
に
名
称
を

「奈
良
県
立
奈
良
図
書
館
」
と
改
称
し
、
今
日
に

い
た

っ
て
い
る
。

な
お
、
大
正
元
年

(一九
三
)
現
在

の
市
内

の
公
立
お
よ
び
私
立
図
書
館
の
状
況

は
表
37
の
と
お
り

で

あ
る
。

表37大 正元年度 市内の公立および私立図書館の現状

名 称 位 置
創立年月

(明治)

図 書 冊 数 開 館
日 数

閲 覧
人 員和漢書 洋 書 合 計

齷 懸 図書館
南都仏教図書館

石 崎 文 庫

奈良市登大路町

奈良市 雑司町

奈良市 高畑町

年 月

42.11

36.6

23.12

20,854

23,188

12,125

555

-

10

21,409

23,188

12,135

304

291

281

47,201

1,327

1,187

『奈良県統計書』大正元年度版をもとに作成。
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